
コンベアを起因物（小）とする死亡災害事例（1999-2022年）

年 月

発

生

時

死亡災害事例

業種

（小）

コード

事故

の型

コー

ド

労働

者規

模

2022 2

16

～

18

被災者が荷物の仕分け作業中に、サンドヴィッグのシューターに詰

まった荷物を取り除こうとしてシューターを上り、荷物を動かしたと

ころ、サンドヴィッグが詰まりの解消により動作を開始し、被災者が

流れ始めた荷物を避けようとしてバランスを崩し、シューターから地

面に墜落した。

040301 1

100

～

299

2022 2

14

～

16

被災者は、選別コンベア（回収した古新聞の束を束ねている紐やビ

ニール袋を除去するための機械。全長約１０ｍ、斜度４５度、最高高

さ約５．５ｍ）上で、選別コンベアで除去できない結束バンドをカッ

ターナイフで切断する作業をしていたところ、選別コンベア上部から

大量の古新聞の束が落下し、下敷きになり死亡したもの。

080109 4 1～9

2022 5

4

～

6

被災者が当該コンベヤーのエンドプーリー部にあるベルトのゴム製ク

リーナーを交換する準備作業中、エンドプーリー部のベルトとホッ

パーの鋼製囲いとの間に挟まれ、被災したもの。

011001 7

100

～

299

2022 5

8

～

10

被災者は、ダンプトラックを運転し、配送先にて運搬した砕石を降ろ

す際に、貯蔵サイロの空きを確認するためサイロ上部のコンベヤーを

覆う扉を開け、内部を覗き込んだときに、扉とコンベヤー上を動くト

リッパーの間に挟まれ、外傷性窒息により死亡した。

040301 7
10～

29

2022 5

12

～

14

生コンの原料を運搬するコンベヤーのベルトとプーリーもしくは、ア

ングルとの間に被災者が右腕の上腕まで巻き込まれた状態で昼過ぎに

同僚に発見されたもの。発見時には既に被災者に意識は無かった。

010901 7
30～

49

10
製材工場において、製材機に原材料の丸太を供給するための機械の一



2022 6 ～

12

部で、通常作業者が立ち入ることが予定されていない箇所に、何らか

の理由で、機械を停止しないまま立ち入った被災者が、当該稼働中の

機械に頭を挟まれたもの。

010401 7 1～9

2022 7

18

～

20

被災者と労働者Ａの２名で、隣接して２基ある家畜用飼料製造用コン

ベヤーの清掃作業を行っていたところ、労働者Ａが運転しながら調整

していた隣接するコンベヤーに、被災者が巻き込まれたもの。被災者

が清掃するコンベヤーは停止していた。

011709 7 1～9

2022 8

12

～

14

当該事業場は、川から港へポンプで水を汲み上げて排水する施設であ

る。汲み上げた水から取り除いたごみや水草等は、コンベアでホッ

パーに移動させる。被災者は一人で、ポンプ周りを清掃・点検するこ

とになっていた。被災者の同僚が他施設の点検を終え戻ってきたとこ

ろ、被災者が左腕をコンベアに巻き込まれているのを発見した。

030309 7
30～

49

2022 10

8

～

10

ベニヤ板の製造工程において、半製品のベニヤ板を上昇、下降させる

電動スタッカーリフトの準備作業中に、スタッカーリフトと機械のフ

レームの間に頭部、頸部をはさまれたもの。

010402 7

100

～

299

2022 11

8

～

10

製材工場内において、丸太をツイン帯のこ盤で製材した後の端材（背

板）を２ｍ横切り機ラインに搬送するチェーンコンベアー付近で、被

災者は、歯車に挟まっている（作業服が引っ張られる状態）ところを

巡回していた工場管理者に発見された。既に意識はなく、約２時間後

に搬送先で死亡が確認された。

010401 7

100

～

299

2021 2

14

～

16

点滴バッグの製造ラインにおいて、棚出しコンベヤーと呼ばれる機械

でトレイが詰まるエラーが発生した。被災者は制御盤でエラーを解除

し、機械を再起動した後で点検扉を開け、トレイを手で押し詰まりを

解消したところ、機械が動き、当該機械の昇降バーに胸部を挟まれ窒

息した。棚出しコンベヤーはアンスタッカーと呼ばれる機械からトレ

イを受け取り、搬器を上昇させて、次工程の機械にトレイを搬出する

もの。

11305 7

500

～

999

被災者は本件事業場でコンクリート廃材プラントの運転の業務を行う



2021 6

10

～

12

者。作業中にコンクリート粉砕機の排出口が詰まったため、近隣の労

働者Ａと共に詰まりの解消を行った後、労働者Ａに指示をして、ベル

トコンベアを動かした。数秒後労働者Ａがベルトコンベアを停止し、

被災者の姿が見えなかったため確認に行ったところ、プーリーの下に

体を入れ、ベルトコンベア端部の架台の上に頭を乗せて、死亡してい

る被災者が発見された。

150102 7 1～9

2021 6

8

～

10

砂糖の原料（粉体）を船から倉庫へ搬送するためのベルトコンベアが

緊急停止したため原因確認を行っていた作業者がコンベアベルト上に

被災者の保護帽を発見した。すぐに被災者の作業場所にかけつけたと

ころ、コンベア中継棟のコンベア駆動回転部とベルトの間に全身をは

さまれた被災者を発見した。

10109 7
50～

99

2021 9

22

～

24

破砕機に接続した鉄製のコンベアが倒れ、その下敷きになったもの。 10805 6 1～9

2021 9

20

～

22

ベルトコンベヤーのベルト（幅１７５ｃｍ）の厚みをレーザーで測定

するため、所属事業場から出張に来ていた労働者が、突然稼働したベ

ルトコンベヤーとローラー（幅２０５ｃｍ、φ８０ｃｍ）に巻き込ま

れたことにより死亡したもの。

10806 7

300

～

499

2021 11

14

～

16

砕石プラントにて、被災者がベルトコンベアのプーリー（回転軸）に

右腕を巻き込まれて意識がなくなった状態で発見された。救急車で病

院へ搬送されたが死亡が確認された。なお、被災者は首にタオルを巻

いて作業をしていたもの。

20201 7
10～

29

2021 11

10

～

12

再生紙の原料をホッパーに投入するための傾斜ベルトコンベア（幅１

５０ｃｍ）のベルトが非駆動側に偏ったため、被災者自身がベルトコ

ンベアの運転スイッチを入れて稼働させ１人でベルトコンベアの真下

にある囲いの中に入り点検していたところ、ローラーに頭部を挟まれ

死亡したもの。

10601 7
50～

99

市場から戻ってきたビール瓶をケースに入れて製造ラインへ運ぶコン



2021 12

12

～

14

ベアにおいて、被災者が以下の状態で挟まれていた。 ・コンベア上部

にあるモーターのベースに肩が当たっている ・モーターのチェーン部

のカバーとビールケースの間に頭部が入っている ・当該ビールケース

の後方のビールケースに胴体が乗っている

50101 7

100

～

299

2021 12

12

～

14

コンクリート製品の廃材をコンクリート殻と鉄筋とに分別するための

プラントに設置されたべルトコンベヤー（長さ約９ｍ、幅約０．８

ｍ）のヘッドプーリーとスナッププーリーとの間に右腕を挟まれ、意

識不明の状態でいるところを通りかかった同僚に発見され、病院へ搬

送されたが事故発生から数日後に死亡したもの。

10909 7
10～

29

2021 12

0

～

2

被災者は、フォークリフトでコンテナを運んでいるところが目撃され

ていたが、その後現場リーダーからの無線に応答がなかった。現場

リーダーは、被災者の携帯電話に電話し応答がなかったため、設備を

停止し、同じ直で作業をしていた作業員と捜索したところ、派遣作業

員がベルトコンベヤーの下の床でトンボを持った状態で倒れている被

災者を発見した。

11209 3

100

～

299

2020 2

14

～

16

ベルトコンベヤーから流れてくるコンクリートガラ中のプラスチック

ごみを取り除く作業を行っていた被災者が、ベルトコンベヤーのプー

リー付近で頭部から出血して倒れているところを同僚に発見されたも

の。災害時の目撃者はいないが、頭部、腕、肩等を骨折しており、回

転中のプーリー又は回転中のベルトとホッパーとの隙間に巻き込まれ

たものと推定される。

150102 7
10～

29

2020 4

14

～

16

被災者は、タケノコの皮脱水機及びタケノコの皮投入ベルトコンベア

の修理、調整が終了し、通常の稼働状況を確認中、タケノコ皮脱水機

のスクリューコンベアに身体を巻き込まれた。

11301 7 1～9

2020 5

12

～

14

肉豚舎において、糞尿を排出するスクリューコンベヤーに被災者の両

足が挟まっている状態で発見され、出血性ショックにより、同日死亡

した。

70101 7 1～9

遺跡発掘調査現場において、被災者は発掘作業から離れベルトコンベ



2020 6

10

～

12

アのフレームの上に別のベルトコンベアを載せて繋げていた箇所付近

にて、当該ベルトコンベアからこぼれ落ちた土をベルトコンベアに載

せていたところ、ベルトコンベアが脱落して被災者の背にのしかかり

頸椎骨折を負ったもの。後日入院先医療機関において頸椎骨折を主原

因として発症した小脳梗塞により死亡した。

120109 4
50～

99

2020 7

14

～

16

工場内木釜（きがま）室にあるエレベータコンベアにてチップが詰

まって機械に不具合が生じたため、被災者は、コンベア内でチップを

取り除く作業をしていた。被災者は機械を停止して作業を行っていた

が、突然コンベアが動き出し、被災者がコンベアとプーリーの間に挟

まれた。

10601 7
30～

49

2020 7

8

～

10

被災者は、コンクリートガラのリサイクル設備（１次クラッシャー）

のコンベヤーの下に巻き込まれた状態で発見されたもの。
150102 7

100

～

299

2020 9

12

～

14

砕石プラントの異変に気付いた同僚が、不審に思って砕石投入用ホッ

パー下部のベルトコンベヤー付近に駆け付けたところ、当該ベルトコ

ンベヤーのベルトとローラーの間に巻き込まれている被災者を発見し

た。その後、約３．５時間後に被災者を救出し、医療機関へ搬送する

も死亡が確認されたもの。

20201 7 1～9

2020 11

8

～

10

リサイクルのためのごみの選別施設において、缶、瓶、ペットボトル

等が混在するごみ袋を破いて内容物をコンベヤに流す作業を行ってい

た被災者が、稼働中のコンベヤの回転軸とベルトの間に身体が巻き込

まれたもの。一緒に選別作業を行っていた作業者が巻き込まれた状況

に気づき、元スイッチを切ってコンベヤを停止。駆け付けた救急隊が

コンベヤのベルトを切断し救出し、病院に搬送されたが死亡が確認さ

れた。

150103 7
50～

99

2020 11

8

～

木材チップを運搬するベルトコンベヤーのシャフト（回転軸）に衣服

の一部が巻き込まれ、首を絞められた状態のまま心肺停止の状態で発

見されたもの。 当該ベルトコンベアー下部周辺に落ちたチップ・木屑
10402 7

100

～



10
を掃除していた際にシャフトに巻き込まれたものと推定される。

299

2020 11

8

～

10

被災者は、砕石プラントののベルトコンベヤーを点検運転していると

き、同コンベヤーテールプーリー部分のベルトからタレゴムがはみ出

ているのを見つけて、パイプを使ってタレゴムのはみ出しを直そうと

同コンベヤーテールプーリーの傍らで作業していたところ、何らかの

理由で同コンベヤー内部に倒れこみ、頭部を挟まれて死亡した。

20201 7
10～

29

2020 11

6

～

8

製糖所の原料の受入及び付着土の除去を行う施設において、被災者を

含む労働者２名が分担して原料投入口下の原料運搬用ベルトコンベ

ヤー下の泥の堆積状況の目視点検を行っていたが、被災者が点検から

戻らず同僚が被災者の点検場所を確認したところ、同コンベヤーの下

部ローラーとベルトの間に右肩を挟まれて意識を失っている被災者を

発見し、死亡が確認されたもの。

10109 7
50～

99

2019 1

20

～

22

被災者は牛舎内において除糞作業に従事していたところ、糞尿を流し

込む溝（幅４０ｃｍ、深さ４０ｃｍ）に設けられている金属製のスク

リューコンベア（径３０ｃｍ）に右半身を巻き込まれている状態で発

見されたもの。当該溝にはすのこ状の覆いが設けられており、通常は

すのこから溝に糞尿が落ちるが、冬季は糞尿が凍り、溝に落ちないた

め、災害発生時には、すのこを外しスコップを用いて糞尿を溝に落と

す作業をしていたものである。

70101 7
10～

29

2019 2

10

～

12

被災者は、コンベアの点検中に、左腕を挟まれて意識がなくなった状

態で発見され、搬送された病院で死亡が確認された。
20202 7

10～

29

2019 2

16

～

18

製材工場内の幅裁ち機（木材を所要の幅に切断する設備）から出た端

材を運搬するコンベアに、回転軸が突出しており、着衣が引っかかり

巻き込まれた。なお、夕方ごろから１人で作業しており、作業開始か

ら3時間後に発見された。

10401 7 1～9

6 被災者が工場内に設置されている搬送ラインのコンベア下部に落ちて
10～



2019 3 ～

8

いる砂等を掃除していいたところ、コンベアの歯車に衣服が巻き込ま

れ、首が圧迫され窒息したもの。

10909 7
29

2019 5

12

～

14

建材の廃材や樹木等の木材を解体する工程において、被災者がベルト

コンベヤーのベルト上で補修作業を行っていたところ、約６．２メー

トルの高さから墜落、７時間後に死亡が確認されたもの。

150102 1
50～

99

2019 8

8

～

10

不燃物処理施設に設置されたベルトコンベアの清掃作業を被災者一人

で行っていたところ、何らかの原因で運転中のベルトコンベアに左腕

を巻き込まれ死亡した。

150103 7
30～

49

2019 8

8

～

10

被災者はコンベアに詰まっていた物を除去しようとしたところ、コン

ベアに胸部を挟まれたもの。
11703 7

100

～

299

2019 9

8

～

10

土砂を運搬するベルトコンベア（傾斜になっているもの）をボタン事

務所というベルトコンベアから離れた場所にある所から、ベルトコン

ベアーの運搬状況を確認していた被災者に、班長が無線で連絡する

も、応答がなかった。そこで、班長が、ベルトコンベアを確認しに現

地に向かったところ、ベルトコンベアの下部にあるロール部分とベル

トとの間に仰向けになって挟まっている被災者を発見した。

20201 7
10～

29

2018 1

10

～

11

被災者が廃棄物運搬用ベルトコンベアーのベルトコンベアーとロー

ラーとの間に上半身を巻き込まれたもの。被災者はベルトコンベアー

のローラー部に詰まった廃棄物を撤去しようとして点検口の鉄製の蓋

を開け巻き込まれたものと思われる。

150102 7 1～9

2018 1

6

～

7

立方体の原綿製品（重量：約２５０ｋｇ）の梱包・仕分け工程におい

て、製品を自動で立てるバーが立ち上がった際に、当該バーによって

立ち起こされた製品と立入禁止の安全柵との間に被災者が挟まれたも

の。

10802 7
50～

99

2018 2

14

～

鋼板の切断加工を行う工程の鋼材を搬送するコンベアの駆動部分

（チェーン＆スプロケット）のグリスアップ作業を行っていた被災者

が、当該駆動部分にはさまれていたところを発見された。救急隊によ
50202 7

10～

29



15
り救出され、病院に搬送されるも死亡したもの。

2018 2

12

～

13

生コン製造プラントにおいて、ベルトコンベヤの洗浄作業を行ってい

た被災者が、昼休みになっても戻らないため、同プラント内を探した

ところ、ベルトコンベヤと下方のホッパーとの間に挟まっているのを

発見された。

10901 7
10～

29

2018 3

12

～

13

ベルトコンベヤーを動かしながらローラーに付着した土砂をスコップ

（長さ約５０ｃｍ）を使用して取り除く作業を行っていたところ、ベ

ルトコンベヤーのベルトとローラーの間に挟まれた。

10909 7 1～9

2018 3

8

～

9

被災者は、自社で所有しているセメント原料破砕設備において、同僚

と共に４名で原料破砕設備の始業前の点検作業を行っていた。点検を

終えた後、オペレーターがベルトコンベヤー等の可動スイッチを順次

入れた際、Ｎｏ３ベルトコンベヤーの電流異常表示が出たため、確認

したところ、Ｎｏ３ベルトコンベヤーに頭部を挟まれていた被災者を

同僚が発見したもの。

11001 7

100

～

299

2018 4

8

～

9

造船場の事業所第２組立工場内において、被災者は配材・取付作業の

準備のため、鋼板搬送用のローラコンベアを始動（下降）させた後、

運転中のコンベアを横断していたところ、ローラコンベアと地面との

間に頭部を挟まれ死亡したものである。

11501 7 1～9

2018 5

6

～

7

早出で１０連自動洗濯乾燥ラインの運転業務を行っていた被災者が、

ライン途中に設けられたリフト機能付きコンベアにおいてリフト昇降

路フレームとコンベアとの間に挟まれているのが発見され、その後死

亡が確認されたもの。

11703 7

100

～

299

2018 7

10

～

11

コンクリートガラを破砕し、再生砕石を製造するプラントにおいて、

ベルトコンベア脇の椅子に座り、コンベア上を流れる砕石から鉄筋等

を取り除く作業を行っていた被災者が、突然持ち場を離れ、ベルトの

折り返しローラーのあるピットへ降りて行った。その直後、コンベア

が停止したため同僚が様子を見に行くと、ローラーおよびベルトの下

10909 7
10～

29



敷きとなっている被災者を発見した。

2018 7

8

～

9

コンクリートブロック生成機の、材料を貯蔵・区分するサイロの上部

に備え付けられているシャトルコンベアで不具合が生じたため、被災

者がレール脇の手すりから身を乗り出して作業していたところ、シャ

トルコンベアが動き出し、シャトルコンベアの車輪と手すりに挟まれ

た。病院に搬送され、治療を受けていたが後日、死亡した。

10901 7
30～

49

2018 7

4

～

5

フィルムロールを梱包するラインにおいて、コンベアと倒立機（コン

ベアで運搬されたフィルムロールを立て起こす機械）との間に被災労

働者が頭から胸部にかけて挟まれたもの。災害発生後は脳死状態で

あったが、後日死亡判断が下された。

10805 7

300

～

499

2018 10

8

～

9

精錬工場の定期修繕工事において、スクリューコンベアのスクリュー

交換の前処理として同コンベアのホッパー内の異物除去作業を行って

いたところ、同コンベアが起動してスクリューに巻き込まれたもの。

30302 7 1～9

2018 11

8

～

9

スタッカーコンベアにおいて、コンベアの水洗作業中、コンベアとの

接触防止用の柵を乗り越え、コンベア上に立ち入っていた被災者が、

間欠起動したコンベアに巻き込まれた。

11001 7
50～

99

2018 11

12

～

13

牛用飼料の製造・梱包・出荷を行うセンター内において、エアブロ

ワーを使用して、被災者がベルトコンベヤのローラー周辺の掃除作業

を行っていた時，同機械を停止させずに掃除作業を行い、回転するベ

ルトコンベヤのローラーとコンベアベルトの間に両腕を挟まれ、出血

死したもの。

11709 7
50～

99

2018 12

10

～

11

工場に設置されているスクリューコンベヤー付近の清掃作業中、不意

に動き出したスクリューコンベヤーに両大腿部付近まで巻き込まれ

た。

10901 7 1～9

2018 12

8

～

9

ペットボトル選別作業場内にあるスクリューコンベアに挟まれている

被災者を同僚が発見したもの
11709 7 1～9



2018 12

14

～

15

災害発生現場において、元請事業場の労働者２名がＡタンク内の飼料

の清掃作業に従事していた。Ａタンクに隣接したＢタンクの清掃作業

を終えた被災者が来て、スクリューコンベヤーを稼働させたままタン

ク内に立ち入り清掃作業を行おうとしたところ、スクリューコンベ

ヤーに巻き込まれて被災したもの。

10109 7
10～

29

2017 1

16

～

17

ベルトコンベアのベルト交換作業を４名で行っていた。被災者等は、

ベルトコンベアを稼働させた状態でスナップローラーに付着した泥等

をハンマーで叩いて取り除いていたところ、被災者が左腕から胸部ま

でをスナップローラーとベルトに巻き込まれ、死亡した。

11709 7 1～9

2017 1

14

～

15

一般住宅の廃材等（木材）をチップにする工場内において、ベルトコ

ンベアー上を流れてきた粉砕された木屑から、木材以外の鉄屑やプラ

スティック等を手選別により選別していた被災者が、選別箇所のコン

ベアーに送り出される直前の供給機のローラーに右腕を巻き込まれ

た。

150102 7
10～

29

2017 2

14

～

15

電気工事会社が町内で施工する電柱建替工事の応援に行くため、事業

場から作業場に向けて高所作業車を１人で運転し、国道（片側１車

線）を走行していたところ、吹雪のため減速運転していた大型トラッ

ク（箱車）に追突し、同日死亡した。

20202 1 1～9

2017 3

14

～

15

被災者は、鋳物砂を搬送する大型のベルトコンベアー付近において、

ベルトコンベアー外に落下して堆積した鋳物砂をホースで吸引し、回

収する作業を行っていたところ、安全カバーが外され露出していたベ

ルトコンベアーの回転軸にホースとともに巻き込まれ、死亡した。

11002 7
50～

99

2017 4

10

～

11

工場において，中間切断機を用いて，鋼管の切断作業を行っていた行

程で事故が発生した。鋼管を中間切断機に送り出すローラコンベヤが

停止するセンサーに異常が発生した。ローラコンベヤの電源を切らず

に立入り禁止区域内に立入り，ローラコンベヤのセンサーの調整作業

をしていたところ，センサーが回復し，ローラコンベヤが動き出し，

労働者は，背後から搬送されてきた５．２ｔの鋼管に激突され，病院

11001 6
300

～



搬送後に死亡。

2017 5

10

～

11

被災者他２名で設備の撤去工事中、パレットリフター（製造ラインか

ら流れてきた製品を上下する機械）を撤去するため、パレットリフ

ター下部の空間（ピット内）に被災者が入り、昇降用モーターの

チェーンを溶断していたところ、パレットリフターが下降し、被災者

が同機械の隙間に挟まれ死亡した。

30309 4
10～

29

2017 6

8

～

9

被災者が、ベルトコンベア稼働中にスクレーパーを使用してプーリー

に付着したカスの除去作業を行っていたところ、ベルトとプーリーの

間に巻き込まれた。

11101 7
10～

29

2017 6

12

～

13

揚炭機（アンローダー）機内コンベヤのプーリーとベルトの間に頭部

等を巻き込まれ死亡した。一人作業であり、災害発生状況を見た者は

いないが、コンベヤ清掃用具が一緒に巻き込まれていたことから、コ

ンベヤの清掃作業中に巻き込まれた可能性がある。

50202 7
30～

49

2017 7

10

～

11

道路工事等で使用される砕石を製造するプラントにおいて、砕石を運

搬するベルトコンベヤーの回転軸とベルトとの間に上半身が巻き込ま

れた状態で発見された。

10909 7 1～9

2017 8

8

～

9

セメント骨材を混合するベルトコンベアの下に落ちた骨材（砂、砂

利）を掻き出し、掃除をしていたところ駆動していたベルトコンベア

に巻き込まれた。

10901 7
10～

29

2017 8

16

～

17

被災者が、高さ約４メートルの既存ステージから、壁補修用の足場３

層目（高さ約４．２メートル）に移動する際、スクレーパコンベヤー

（上面高さ約４メートル、）内に落下し、巻き込まれた。

30201 7 1～9

2017 9

2

～

3

精選棟（産業廃棄物の選別・破砕等を行う処理施設）に設置されてい

るコンベヤーについて、工事業者による修理作業が行われていた。修

理作業が終わり、試運転させたところ、異音が発生した。直ちに停止

させて周辺を確認したところ、近隣でコンベヤー部品の加工作業をし

ていた発注者の作業員が、当該コンベヤーに巻き込まれた状態で発見

された。

150102 7
50～

99



2017 9

10

～

11

チップ工場において、木材をベルトコンベヤーを介してチッパーに自

動投入する作業中、チッパー投入口付近のベルトコンベヤーとチェー

ンコンベヤーの隙間（約５ｃｍ）に被災者の足から腰部までが挟ま

れ、被災者は出血多量で死亡した。ベルトコンベヤーに囲い、覆い等

を設けておらず、非常停止装置が手の届く位置になかった。

60201 7
50～

99

2017 9

10

～

11

アスファルトの製造プラントにおいて、一人で清掃・点検補修作業を

していた被災者がベルトコンベアとホッパーに固定された飛散防止用

のゴムカバーの間に首が挟まれた状態で発見された。

10804 7
10～

29

2017 10

10

～

11

砕石プラントにおいて、被災者がプラントのベルトコンベヤー付近で

調整作業を行っていたところ、被災者がコンベヤーの回転軸に右腕の

衣服が巻き込まれて右腕を切断、左腕も挟まれた状態で倒れている被

災者を別の労働者が発見した。なお、被災者は単独作業であったた

め、災害発生時刻は不明で、別の労働者が被災者を発見したときは心

肺停止であった。

20201 7 1～9

2017 12

10

～

11

と畜場において、一部加工された枝肉を冷蔵庫からトラックに積み込

む際に使用する枝肉搬入コンベアの先端部のベルトプーリー部に、被

災者が着用していたヤッケの一部が巻き込まれ、宙づりで頸部を圧迫

された状態で発見された。

50101 7
10～

29

2017 12

10

～

11

豚舎内で豚の糞尿処理作業を行っていた被災者が、糞尿を豚舎外へ搬

出するためのスクリューコンベア（奥行き０．３メートルの側溝内に

埋め込まれた径約０．２７メートルのスクリューコンベア）に巻き込

まれ、死亡した状態で発見された。

70101 7
10～

29

2016 2

9

～

10

チップふるい機の始業前点検中、ベルトコンベアのテールローラー部

に巻き込まれた。
11709 7

30～

49

2016 2

21

～

派遣労働者である被災者は、飲料製造過程で発生する残さを貯蔵庫に

排出するコンベヤーの洗浄後、洗浄状況を点検口から確認中に左手を 10106 7

100

～



22 コンベヤーに巻き込まれ死亡した。 299

2016 2

8

～

9

船舶から紛体を荷揚げする機械、関連設備の解体工事を行っていた。

荷揚げ機械のアーム先端にピン構造で取り付けられたスクリューコン

ベヤーの解体準備作業（電気ケーブル等の除去）をしていたとき、何

らかの理由でスクリューコンベヤーが自重により旋回して、準備作業

していた被災者がアームとスクリューコンベヤーとの間に挟まれた。

30309 7
10～

29

2016 2

11

～

12

採石工場のプラントにおいて、被災者は採石を運搬するコンベアヤー

の巡回作業を行っていたところ、コンベヤー端部の回転軸に作業服が

巻き込まれた状態で発見され、その後、死亡が確認された。

10909 7
10～

29

2016 4

14

～

15

製品を倉庫へ搬送するコンベヤの、不良品等を選別し別のコンベヤに

送る箇所（床面から高さ２．６８メートルのステージ上に設置）で、

製品詰まりが発生した。被災者は梯子で当該ステージに登り、詰まっ

ていた製品のうち１つを引き抜いたところ、製品詰まりのため作動途

中で止まっていたプッシャー（選別した製品を別のコンベヤに押し出

す装置）が再び作動して他の製品と共に被災者を押し、被災者はス

テージから床面に墜落した。

10602 6

100

～

299

2016 4

11

～

12

３名の作業員の共同作業により、木材加工用機械６台を自動コンベア

で連結する製材加工機械ラインのメンテナンス補修作業中、エア漏れ

していたコンベア内のエア電磁弁を交換する際、操作盤のパソコン操

作により、交換箇所横のコンベア部分を移動させ、移動させた箇所に

入り交換作業を見ていた作業員が、戻ってきたコンベアに頭部を挟ま

れ、死亡した。

10401 7
50～

99

2016 4

11

～

12

被災者は、砕石工場において、ベルトコンベヤーの巡視、点検等を行

う作業者である。被災当日、被災者は、ベルトコンベヤー付近で、左

腕が切断した状態で倒れているところを同僚に発見され、搬送先の病

院で死亡が確認された。切断した左腕は、ベルトコンベヤーの回転軸

付近に挟まっていた。

20201 7
30～

49

製材工場に納入した帯のこ式自動製材機械が不調のため、出張して朝



2016 5

11

～

12

から製材工場の労働者と被災者で当該機械の調整を行っていた。１１

時４０分頃に調整作業を終了し、試運転のため同労働者が、当該機械

で製材した木材を仕分けする自動搬送機のスイッチを入れた後、１０

分程度経過した時に同労働者が、その自動搬送機に挟まれている被災

者を発見。

11301 7
10～

29

2016 7

9

～

10

リングバーカの操作を担当する被災者が、リングバーカ下部に設置さ

れた、加工作業により発生した木くずを搬送するベルトコンベアのベ

ルト（ゴム製）とローラーの間に、右手から右胸部付近にかけて挟ま

れた。

10401 7
30～

49

2016 8

18

～

19

被災者は、工場内の木材チップ搬送用コンベアの下で木屑の清掃をし

ていたところ、持っていたレーキ（トンボ）と共に右上半身がベルト

コンベアを送る回転軸に巻き込まれ、首の骨を折り死亡した。

10401 7 1～9

2016 8

8

～

9

原料コンベヤーのベルトが縦に裂けたため、コンベヤー上の原料及び

コンベヤー下に堆積した原料の掻き出し作業を２箇所で行っていた。

コンベヤー上の原料を出すにあたり、ベルトに切り込みを入れながら

作業していたところ、ベルトが破断した。これによりコンベヤーにテ

ンションをかけていたウエイトが落下し、付近で堆積した原料の掻き

出し作業をしていた被災者に接触した。

50202 4
10～

29

2016 9

16

～

17

事業場敷地内の木材破砕プラントにおいて、投入コンベアの周囲で労

働者３名が選別作業を行っていた。３名は、小休憩をするため、２名

が投入コンベアの周囲から離れたが、そのとき被災者が行方不明と

なった。１５分程度周辺を探したところ、破砕された廃材の中からヘ

ルメットの一部が発見された。その後、プラント内の様々な箇所から

被災者の体の一部が発見された。

10401 7
10～

29

2016 11

15

～

16

工場３階のカットパンの製造ラインのうち、当該パンをオーブンで加

熱した後の冷却室に設置された上り傾斜したベルトコンベアの上側の

プーリー箇所の清掃作業において、被災者は頭部、右腕、右肩、胸部

箇所を、当該プーリーとベルトとの間に巻き込まれ即死した。

10104 7

100

～

299



2016 11

16

～

17

鋳物の型に使用する砂を送るベルトコンベヤーのローラーとベルトに

被災者の上半身が巻き込まれ死亡した。
11301 7

50～

99

2016 12

17

～

18

災害発生場所は産業廃棄物処理プラントの集塵機で、下部に集積した

塵埃を排出口に送り込む２本のスクリューコンベヤがある。被災者は

機器の異常に対処するため単独で作業中、当該スクリューコンベヤに

巻き込まれた。

150102 7
50～

99

2015 2

10

～

11

木の廃材から堆肥を製造する過程で使用する、破砕した木のチップを

運搬するベルトコンベアのエンドローラーに溜まったゴミ（湿った

チップ、泥等）を除去するため、機械を止めずに治具（木片）をエン

ドローラーに当て掃除していたところ、治具及び右腕がエンドロー

ラーとベルトの間に巻き込まれ、この結果、胸部がベルトコンベアの

枠で圧迫され、同日２２時２３分に胸部圧迫により窒息死した。

11709 7
10～

29

2015 6

8

～

9

コンクリートガラを破砕する破砕機に附属するベルトコンベヤーの

ロール部付近で倒れているところを他の労働者に発見されたもの。被

災者は病院に搬送されるも、外傷性ショックによる死亡が確認され

た。発見時、当該コンベヤーは運転中で、被災者の傍らには、折損し

たスクレパー（ロールに付着したゴミを取除くための用具）が落ちて

いた。なお、当該コンベヤーのロール部付近に非常停止装置は設けら

れていなく、覆い等もない。

150102 7 1～9

2015 2

11

～

12

プラント内コンベヤー（ベルト幅１１０センチメートル、プーリー直

径２７センチメートル）の巡視中にプーリーに巻き込まれたもの。約

３メートル下の雪面に落下していた状態で発見された。被災者の周り

に曲げられた状態の金づち、角材（長さ６０センチ）が落ちていたこ

とから、プーリーもしくはコンベヤーに付着した泥等を取り除くた

め、コンベヤーが稼働している状態で角材等がプーリーに接触したも

のと推定される。

20201 7
10～

29

造形ラインに鋳物砂を供給するベルトコンベヤーの下部にあるシュー



2015 3

12

～

13

ト（砂受け台）に載り作業をしていたところ、ベルトコンベヤーのベ

ルトとローラー（テンション用プーリー）の間に全身を挟まれたも

の。被災時は、ベルトコンベヤーは稼働中であった。

11502 7

100

～

299

2015 10

11

～

12

砕いた建築廃材を搬送するベルトコンベア上から廃材を選別する作業

に被災者を含む複数名が従事していた。一旦停止させていたコンベア

を再稼働させた直後、被災者はベルトコンベアの下部にあるベルト折

り返しのプーリー部に巻き込まれたもの。

150102 7
10～

29

2015 8

14

～

15

木材破砕処理施設の点検・掃除を被災者が単独で行っていた。終業時

刻を過ぎても見当たらないため同僚が捜していたところ、破砕機の投

入ベルトコンベヤーが逆回転を続けていて、破砕機下部の別のベルト

コンベヤー（停止）上で倒れている被災者を発見した。被災者は頭部

挫滅により死亡した。

150102 7
50～

99

2015 5

15

～

16

粒剤製造部門の工場前にあるモルタル舗装された場所において、被災

者は、一人で移動式傾斜ベルトコンベヤー（長さ３．５メートル×幅

０．８メートル×高さ２．１メートル、重量２７２キログラム、車輪

付き）の水洗作業を行った後、当該コンベヤーを保管場所まで移動さ

せるため、一人でアスファルト舗装の構内道路上を人力で押していた

ところ、当該コンベヤーが横倒しになり、その下敷きとなって被災し

たもの。

10899 6
30～

49

2015 7

8

～

9

コンクリートの再生砕石を製造する機械の固定式ベルトコンベアにト

ラブルが生じたため、被災者と同僚の２人で補修を行い、補修が完了

したので機械を再稼働し、同僚は元いた作業場所へ戻ったが、被災者

は固定式ベルトコンベアの下部区域に行った。被災者の戻りが遅かっ

たので行ってみると、駆動ローラー部分に右腕を巻き込まれ、右腕を

切断された状態で発見された。 受傷後、病院で治療中であったが８月

２０日に死亡した。

10909 7
10～

29

原料（石灰石）を運搬するベルトコンベアを清掃中、当該コンベアに



2015 9

20

～

21

全身を巻き込まれたもの。ハンマーを使用してコンベアを叩く等によ

り原料を落として掃く等の作業で、本来は電源を切ってから行う作業

とされてはいたが、被災者発見時にコンベアが動いていたこと並びに

遺体の損壊状況から、被災者はコンベアを動かしながら清掃していた

ものと考えられる。

10801 7
10～

29

2014 1

16

～

17

被災者は、間伐材および廃木材を製紙用木材チップにするための破砕

機の投入コンベア横で、原料から金属片などを取り除く作業に従事し

ていたが、何らかの理由で同僚にコンベアを停止するよう指示し、破

砕機下部のフライトコンベヤーに向かった。その後しばらくして、被

災者が心肺停止状態でフライトコンベアーで運ばれてくるのを発見し

た。

10401 7
10～

29

2014 2

13

～

14

砂等を運ぶベルトコンベアの台座交換作業を行っていた被災者は、ベ

ルトコンベアと原料引出しゲートの間に挟まれた。
10909 7

10～

29

2014 2

22

～

23

被災者は、砂利プラントにて単独で高速道路用骨材（４０ミリ角の石

材）の製造を行っていた。その後、連絡が取れないため被災者を探し

に来た同僚労働者が、ベルトコンベヤのベルトとフレームに足を挟ま

れ、宙づりになった被災者を発見した。

10909 7
10～

29

2014 2

10

～

11

被災者は、衣類等のクリーニングを行うラインにおいて、２階に洗濯

物を運ぶためのコンベアリフトでセンサーエラーが出たため、復旧作

業を行っていたところ、エラー解除後コンベアリフトが動き出し、３

段になっているコンベアの２段目とコンベアリフトに頭部が挟まれ被

災した。

11703 7
50～

99

2014 4

13

～

14

砕石プラント操作室にて、ベルトコンベヤーの稼働状況を監視してい

た際、異常表示を確認し、コンベヤーの確認に行ったところ、ベルト

とプーリーとの間に上半身を挟まれた被災者を発見した。

20201 7
10～

29

2014 4

9

～

ベルトコンベアの周辺にて、散在している古紙を清掃中、コンベアの

架台下に立ち入ったところ、コンベアの搬送ベルトが頭部に引っかか 10609 7 1～9



10 り、ベルトと地面の隙間に頸部を挟まれた。

2014 5

22

～

23

被災者は、破砕設備投入材料搬送用平コンベアのリターンローラーに

付着した粉を、ワイヤブラシで清掃中、ブラシとともに腕から胸にか

け巻き込まれ、死亡した。

150102 7
10～

29

2014 5

14

～

15

コンベアの上に乗り作業中、コンベアの上に設置している磁選機とコ

ンベアの間でうつぶせになって倒れている被災者が発見された。
150102 7 1～9

2014 6

7

～

8

ベルトコンベアーのローラーの付着物をハンマーで叩き落としていた

ところ、動いていたベルトコンベアーのローラーとベルトの間にはさ

まれた。

11101 7

100

～

299

2014 7

23

～

24

生産ライン下部に位置するベルトコンベアとローラーに巻き込まれた

状態の被災者が発見された。
10904 7

100

～

299

2014 11

2

～

3

バルクデパレタイザー（自動搬送機）の自動運転中、インターロック

がしてある２か所の扉を解除せず、緊急停止ボタンも押さず、安全柵

の中に入り込んだところ、デパレタイザーの上部から降下してきた

アームとセンサーの間に頭部をはさまれ、死亡した。

11709 7
50～

99

2014 11

4

～

5

鋳物工場にて、砂回収ベルトコンベヤーに身体を巻き込まれ、死亡し

た。
11502 7

100

～

299

2014 11

14

～

15

石炭輸送用設備（ベルトコンベアー）のベルトの張力を調整する調整

装置のガイドパイプ交換作業中、ベルトの張力を保つためのウェート

を収納する装置（グラビティ）がガイドパイプ幅に収まらなかったた

め、グラビティに取付けてあるガイドの一部を溶断で取外したとこ

ろ、グラビティが崩壊し、グラビティの脇で溶断の火を確認していた

被災者がウェートの下敷きになった。

11001 5
10～

29

0
廃土の再生処理工場にて、ベルトコンベア周りの清掃作業中、コンベ

100



2014 12 ～

1
アのテールプーリーの回転軸に衣服を巻き込まれ、死亡した。

10909 7 ～

299

2014 12

12

～

13

雑炭処理用ベルトコンベヤーの外柵及び内柵を被災者が取り外し、ベ

ルトコンベヤーのリターンローラー付近で作業を行っていたところ、

腕をリターンローラーに巻き込まれ、胸部外傷性圧迫により死亡し

た。

11001 7

100

～

299

2013 4

11

～

12

コンクリート工場建屋内において、雨のため原材料を運搬するゴムベ

ルトコンベヤーの送給に不具合が生じ、コンベヤーを稼働させた状態

で被災者がドライブ（ヘッド）プーリーに滑り止めを塗布していた

際、当該プーリー部分に左腕を巻き込まれたと推測される。

10901 7 1～9

2013 12

14

～

15

砕石プラントにおいて、クラッシャーの点検を一人で行っていた被災

者は、クラッシャー下部にある運転中のベルトコンベアのローラー部

分（直径５０ｃｍ）に巻き込まれた。

20201 7
10～

29

2013 10

4

～

5

被災者は、他の２人とともに工場の運転業務（設備の見回り、重機の

運転）に従事していたが、ベルトコンベアのテール部のベルトが偏っ

ていることに気づき、運転室に連絡した後、一人で、運転中のコンベ

アの柵を外し、ベルトの間に体を入れてヘラでプーリーの付着物を削

ぎ落とそうとしたところ、ベルトとプーリーの間に左腕と左足を巻き

込まれた。

11009 7

100

～

299

2013 9

12

～

13

木片を破砕するラインの「フライトコンベヤー」で詰まりが発生した

ため、被災者と同僚労働者は木屑を取り除いていた。同僚労働者が同

コンベヤーの上端の木屑を取り除き、地上に下りて制御盤の起動ス

イッチを押したが、同コンベヤーが動かなかったため、再度同コンベ

ヤーの上部の木屑を取り除いた後、制御盤まで移動している途中で、

同コンベヤーの下端で身体を巻き込まれている被災者を発見した。

10409 7 1～9

2013 1

10

～

不要となった段ボール箱をベルトコンベヤーにより集積する作業にお

いて、ベルトコンベヤー上で空段ボールが詰まったため、被災者は、

運転したままのベルトコンベヤー上でその詰まりを取り除いていたと 11709 7

100

～



11 ころ体勢を崩し、その先にある空段ボールを圧縮する箇所（ベルトコ

ンベヤーとの間隔すき間６ｃｍ）に全身が巻き込まれた。

299

2013 9

6

～

7

被災者は、製造ラインにある上下２段コンベアとコンベア端部に取り

付けられている回転ブラシを稼働させながら、回転ブラシ（コンベア

ベルトの搬送面を清掃するためのもの）の清掃作業をしていたとこ

ろ、下段コンベアと回転ブラシとの間に右腕及び胸部を巻き込まれ、

意識不明の状態で倒れているところを出勤してきた同僚に発見され

た。

10806 7

100

～

299

2013 9

2

～

3

被災者は、廃プラスチック等を原料とするリサイクル燃料の製造ライ

ン（ＲＰＦライン）の機械操作を担当するオペレーター（夜勤者）で

あった。災害発生時、当該機械の異常を知らせるアラームが鳴り止ま

ないことに気が付いた社員が現場責任者に報告し、現場責任者が確認

したところ、同機械のコンベア部の側面ハッチが開放しており、コン

ベアの内部に身体全身が巻き込まれた状態の被災者を発見した。

150102 7
30～

49

2013 10

4

～

5

炊飯ライン（全自動）において、水平搬送コンベア上で炊飯釜に入っ

た生米、水等を混ぜ、蓋を乗せる工程箇所で当該蓋がコンベアの下に

落ちてしまったため、被災者は、次工程の垂直搬送コンベアの覆いの

隙間から上半身を中に入れ、当該蓋を取ろうとしていたところ、垂直

搬送コンベアが下がってきて、水平、垂直のコンベアの間に胸部を挟

まれたことによる心破裂で死亡した。

10109 7

300

～

499

2013 10

13

～

14

被災者は、砂利プラントでコンベヤーの監視業務を行っていたとこ

ろ、コンベヤーのベルトとローラーの間に上半身を巻き込まれた状態

で発見された。

20202 7 1～9

2013 6

10

～

11

被災者は、洗浄ガン（長さ約１ｍ）を用いて、ほたての搬送コンベア

のベルト部分の洗浄作業に単独で従事していた。同僚が被災者が働く

工場に入ったところ、コンベアの回転軸に巻き込まれている被災者を

発見した。直ちにコンベアを止め、救急車を要請したが、窒息により

死亡が確認された。

10102 7
50～

99



2012 8

13

～

14

火力発電所内にある整粒室建屋の石炭サンプリング設備の運転状況を

確認するため構内を単独で巡回中、4階の設備の点検口付近において被

災者の上半身が設備内を走行してきたサンプリング装置の受け皿部分

と設備内側の壁の間に挟まれているのが発見された。なお、被災者発

見時に通常点検口付近に置いてある清掃棒が設備の内部にあった。

150101 7
50～

99

2012 11

11

～

12

ベルトコンベアのプーリー取替作業に際して、被災者は指示されたベ

ルトコンベアにかかるテンションウエイトを緩めるため、玉掛作業を

行っていたところ、突然ベルトコンベアが動き出し、被災者はウエイ

トとプーリーとのすき間（約20cm）に体を巻き込まれた。

11702 7 1～9

2012 6

17

～

18

RDF（ごみ固形燃料）化施設において、ベルトコンベアを覆う金属製カ

バーの点検口で、コンベアを回転させるドラムと底板の間に、被災者

が上半身をはさまれた状態で発見され、救急搬送された病院で死亡し

た。なお、被災者は、点検口の扉を開けてコンベアのドラム部分に溜

まったごみを手鍵棒で取り除く作業を行っていた。

150103 7
10～

29

2012 5

10

～

11

ベルトコンベヤー上方に設けられたシュートを補修するため、被災者

ら2名がコンベヤーの上に乗り、シュートを補修していたところ、別の

労働者がコンベヤーを起動させ、被災者がコンベヤーに巻き込まれ

た。

50202 7
300

～

2012 1

16

～

17

被災者はセメントを搬送するバケットコンベアーのモーター部の

チェーンが切れ、ピット及びバケットコンベア内の下部にセメントが

溜まっていることを確認した。そのため、被災者が点検口からバケッ

トコンベアー内に入り溜まっているセメントの除去作業中、バケット

と側壁の間（約15cm）に胸部を挟まれ、窒息死した。

30302 7 1～9

2012 5

16

～

17

工場内において、作業終了後、コンベアの電灯が消えていないことに

気付いた労働者が、電灯を消すためにスイッチのところに行った際、

当該コンベアの脇に倒れていた被災者を発見した。なお、当該コンベ

アは、発見者が被災者を発見する前に、別の労働者が終業後も稼働し

ていること気付き停止させていたが、通常は被災者が当該コンベアを

11002 7

100

～

299



停止させる役割であった。

2012 10

3

～

4

事業所岸壁に、石炭の荷揚げのため接岸していた運搬船の船倉の石炭

をベルトコンベアで陸上の貯炭場に供給中、当該コンベアのベルトと

ローラーの間に挟まれている被災者が発見された。

40102 7
50～

99

2012 1

17

～

18

鋳造工場において、鋳造機、パンチアウトの機械設備から、下方に落

ちた砂をストレージに運搬する地下ピット内のコンベア（コンベア幅

40ｃｍ、被災個所の高さは地面から8ｃｍ）において、被災者は右手か

らコンベアに巻き込まれ、死亡した。

11002 7
30～

49

2012 10

8

～

9

被災者は産業廃棄物中間処理施設であるリサイクルプラント内で、リ

サイクルプラントを起動させる作業に従事していた。当該プラントの

異常ランプが点灯しているのを代表者が発見し、プラント内を確認し

たところ、ベルトコンベアに挟まれている被災者が発見された。

150102 7 1～9

2012 1

14

～

15

被災者はコンベヤー上に残った木材を排出するため、コンベヤーとコ

ンベヤーの間（約30ｃｍ）に入って作業をしていたところ、被災者の

後方のコンベヤーが稼働し、被災者の体が当該コンベヤー上にあった

木材（4.90m×1.16m×0.68m、約2ｔ）と被災者の前方のコンベヤー

のローラーとの間に挟まれた。

10401 7

100

～

299

2012 3

11

～

12

ゴミ焼却施設の清掃作業に従事していた被災者は、排ガス処理のため

のろ過式集じん機の下部を清掃中、灰出し用のスクリューコンベアに

両足を巻き込まれ、両足を切断、出血多量により死亡した。

150109 7
10～

29

2012 1

10

～

11

被災者はコンベアと当該コンベアの上方に設置されたモーター架台と

の間に挟まれ、そのままその隙間をコンベアで運搬され、コンベアの

折り返しとなる排出口付近でうずくまるような形で発見された。

11209 7
10～

29

2012 1

13

～

14

被災者は圧延・切断した数十本の鉄筋の端部を揃え、その鉄筋を結束

機に運搬するコンベア機械の動作確認を行う作業を行っていた。その

際、鉄筋をコンベアから別のコンベアに異動させる箇所に不具合を発

見し、コンベア機械の動力を停止させず点検していたところ、機械が
11001 7

100

～

299



急に動き出し、機械のシャフトとコンベアの間に胸部が挟まれ死亡し

た。

2012 6

18

～

19

砕石プラントの保守作業中、稼働しているベルトコンベアに上半身を

挟まれ死亡した。
20202 7

30～

49

2012 2

10

～

11

リングバーカーを用いてカラマツの皮むきを行っていたところ、規格

外の寸法でリングバーカーに入らなかったカラマツを送り装置をリ

バースさせて送り装置の端部から落下させたところ、送り装置下部に

溜まっていたカラマツの皮を集めていた被災者に激突した。

10401 4
30～

49

2011 7

14

～

15

砂利分別プラント（山から採取した土石をバラス、砂等に選別する装

置）のホッパー（山から採取した土石を投入する箇所）下部に設置さ

れているベルトコンベヤにおいて、ベルトとローラー（回転軸）の間

に身体が挟まれた。

10909 7 1～9

2011 10

13

～

14

船積されてきた銅鉱石をアンローダー、コンベヤーを使用して、工場

内に搬送する作業を行っていた。コンベヤー１～４を経由して工場内

へ入るが、設備が不具合で停止し、改善後、関係者に無線で同コンベ

ヤーを起動させる旨連絡し起動させた。その後、他の労働者が工場内

のモニターを見ると、埠頭秤量室にヘルメットらしきものが見え、お

かしいと思い現地に行くと、被災者が第１コンベヤーの回転軸にはさ

まれていた。

50202 7

100

～

299

2011 4

15

～

16

木材を破砕し木材チップを製造するプラントにおいて、労働者４名で

作業終了後の清掃作業を行っていたところ、そのうち１名が稼働中不

具合があったフライトコンベアの調子を見るため、当該コンベアの起

動スイッチを押したところ、破砕機下部の地下ピットに入っていた被

災者がコンベアに巻き込まれ被災したもの。

10401 7
30～

49

2011 5

13

～

14

緑茶生産機械の清掃のため、高さ４ｍのベルトコンベア上をエアーガ

ンで清掃していたところ、工場床面に墜落した。
10103 1

30～

49



2011 2

16

～

17

破砕されたアスファルト骨材搬送用の傾斜コンベアに取付けられてい

る骨材飛散防止用ゴム板が外れ骨材がこぼれ出たため、被災者が一人

で当該骨材の取除き作業及び当該ゴム板の修理等を行っていた。午後

５時頃、他の作業者が作業状況を確認するため、当該コンベアが設置

された建屋に行ったところ、コンベアのテールプーリー部に巻き込ま

れている状態の被災者を発見したもの。

10899 7 1～9

2011 2

10

～

11

ベルトコンベアの試運転中に当該コンベア周辺の作業台にいた被災者

が当該コンベアのテンションロールとベルトの間に足から巻き込ま

れ、死亡した。

150102 7
10～

29

2011 7

8

～

9

被災者は、リサイクルプラントのベルトコンベヤーの横で、ベルトの

上に載せられ運ばれてくる細かく砕かれた建設廃材の中から、鉄筋な

どのゴミを取り除く作業を行っていた。その後、コンベヤーの端部で

ベルトとコンベヤーローラーに左腕を巻き込まれた状態で発見された

もの。発見されたときに既に腕は切断されていた。

10909 7
10～

29

2011 11

19

～

20

事業場構内の廃棄物処理施設二号炉の二次燃焼炉下部のピット内にお

いて、灰出しコンベヤー下部に入って倒れていた合板（コンパネ、灰

を一箇所に集めるためのガイド）の復元作業を二人で行い、その後一

人で屈んだ姿勢で位置の微調整を行っていたところ、コンベヤーに付

いている仕切り板（レーキ）とコンベヤー架台のアングル間に頭部を

はさまれ、死亡した。

150102 7
50～

99

2010 12

7

～

8

漁協の超低温冷蔵庫の出庫口前でトンボ鮪を保冷車に積み込むため可

搬式コンベアを移動させる作業中、前部キャスターを３０ｃｍ程度移

動させたところ、後部キャスター（折りたたみ可能、ストッパーな

し）が浮き上がり、後部キャスターがコンベア本体に折りたたまれる

形となった。その際、後部キャスターを押していた被災者がキャス

ターとコンベアの間に挟まれ死亡した。

80401 7
10～

29

17

コンクリートガラの再生砕石設備において、コンベアで運ばれるコン

クリートガラに混ざったゴミを取り除く作業を４人で行っていた。設



2010 12 ～

18

備が停止したため確認したところ、上記４人の内の１人である被災者

がコンベア最下部のローラーに巻き込まれ右腕が切断された状況で

あった。すぐに病院に搬送したが死亡したもの。

10909 7 1～9

2010 12

13

～

14

合板製造ラインにて、材料をベルトコンベヤに流す工程で、被災者は

電源を切らずに材料を加工ラインへ送り出す機械の調節作業を行って

いたところ、誤ってセンサーに接触したためベルトコンベヤが動き出

し、送り出し機に挟まれ負傷した。直ちに病院に搬送されたが当日、

病院で死亡した。

10402 7
30～

49

2010 8

22

～

23

被災者は、米ぬかから油を抽出する製造工程において、サイロから抽

出プラントに原料を投入する工程の管理を行っていたが、サイロから

原料が出てこなくなったため、機械を停止せずに被災者が１人でサイ

ロ上部よりサイロ内のコンベヤを動かしたままサイロ内に入り、固

まった原料をスコップで崩していたところ、原料と一緒にコンベヤー

でサイロ出口まで搬送され、抽出プラントに原料を搬送するスク

リューコンベヤーに巻き込まれたもの。

10109 7
10～

29

2010 8

10

～

11

帆立生処理工場内において、被災者は１人で高圧洗浄機を使用して工

場内の機械の清掃作業を行っていた。上司が工場の内線電話に連絡し

たが応答しないことから上司が工場内を見に行ったところ、トンネル

フリーザーへ原料を搬送するベルトコンベヤーの下部で、ローラーに

着衣（合羽）を巻き込まれた状態で発見されたもの。被災者がベルト

コンベヤーを稼働させたままローラー部分に接近したとみられる。

10102 7

100

～

299

2010 8

16

～

17

同社のＡ、ＢプラントのうちＢプラントを１人で担当していた被災者

は、事故の約１時間前、Ｂプラントのコンベヤーに石が詰まり蛇行し

ているため、コンベヤーを停止する旨、他の労働者に伝え同所に向

かった。被災者はコンベヤ（ロープ式非常停止装置あり）を停止させ

ずローラー部に詰まった石を除去しようとみられ、ローラーとベルト

の間に右腕を巻き込まれた状態で発見されたもの。

10909 7 1～9

11 廃材を選別するコンベアのラインで作業中、ベルトコンベアを停止せ



2010 7 ～

12

ずに作業を行ったため、磁選機のローラー部に右腕が巻き込まれ、死

亡した。

150102 7
30～

49

2010 7

12

～

13

ゴムベルトコンベアーの下部ローラーに付着した泥を取り除こうと、

当該ローラーのまわりを囲っている安全柵を取りはずし、動いている

ベルトコンベアーとローラー部分にスコップをもってローラー部分の

奥に差し入れたところ、スコップもろともベルトコンベアーに左腕と

上半身を巻き込まれた。

10909 7
10～

29

2010 5

11

～

12

湖底から砂利を採取し、分別する現場において、採石分別運搬用のベ

ルトコンベアで分別作業を行っていた被災者が、コンベアのローラー

部分に巻き込まれ、左上腕、左胸部を挟まれ、死亡したもの。被災者

が、何らかの理由によりコンベアの回転部分（カバー無し）に近づい

たとみられる。

20202 7 1～9

2010 4

11

～

12

殺菌処理から箱詰めまでを全自動で行う缶飲料製造ラインにおいて、

チェーンコンベアで搬送される缶飲料入りの鉄製バスケットとチェー

ンコンベアの支柱との間に被災者が頭部を挟まれているのが発見され

た。被災者は当該ラインの担当者で、ラインを停止させずに何らかの

作業を行っていたものと推測される。

10106 7
50～

99

2010 3

16

～

17

被災者は、がれきのコンクリート廃材をリサイクルするプラントにお

いて、ドラグショベルを用い、コンクリート廃材をクラッシャーに投

入する作業を担当していた。ベルトコンベアのベルトとローラーの間

に入り込んだ鉄筋を、ベルトコンベアを停止させずにソケットレンチ

で取り除こうとして、クラッシャー下のコンベア端部のローラーに巻

き込まれた。ベルトコンベアが停止していた事に気づいた現場責任者

がベルトコンベアを確認し、被災者が巻き込まれているのを発見し

た。

10909 7
10～

29

2010 3

15

～
コンベア下部に溜まった紙を掃除しようと道具を使用し掻き出す作業

中、動いていたコンベアに巻き込まれたもの。
10601 7

100

～



16 299

2010 3

21

～

22

清掃作業終了後に１人でベルトコンベアの点検を行っていた被災者

が、ベルトコンベアに左腕を巻き込まれ首を圧迫されている状態で発

見されたもの。すぐに、ベルトコンベアの電源を切り、被災者を救出

して病院に搬送したが、１時間後に死亡した。

10103 7
30～

49

2010 2

15

～

16

アスファルトプラントの受入材料用ベルトコンベアが異常停止したた

め、被災者を含めて３名で復旧作業を実施していた。被災者はベルト

コンベア下部の砂を取り除く作業を担当していたが、作業が終了して

テスト運転を実施し、その後本運転を行っていたところ、被災者がベ

ルトコンベアに巻き込まれているのが発見されたもの。

10901 7 1～9

2009 4

14

～

15

被災者は、造粒機から造粒品を乾燥機へ搬送するベルトコンベヤーの

地下ピットを清掃作業中、コンベヤーのテール部のリターンローラー

に巻き込まれ被災した。

10901 7
50～

99

2009 6

14

～

15

被災者は、使用済コンクリートの再生プラントにおいてベルトコンベ

ヤー上のコンクリート製品以外の異物を取り除く作業を行っていた

が、何らかの原因でコンベヤーのゴムベルトとローラーの間に巻き込

まれた。

20201 7
10～

29

2009 2

13

～

14

廃材等から木材チップを製造する作業場において、ふるいにかけられ

たチップを堆積場へ運ぶベルトコンベヤーの回転軸部分に被災者が巻

き込まれた。被災者は機械周辺にこぼれ落ちたチップ等を掻き集める

作業を行っていた。

10409 7
10～

29

2009 1

12

～

13

木材チップを粉砕し、おが屑にする工場において粉砕機からおが屑貯

蔵庫へ運ぶベルトコンベヤー最下流のプーリー（幅38cm、径24cm、

高さ3.3m）部分にはさまれた。被災者はフォークリフトに取り付けた

バケット（アタッチメント、高さ1.78m）に上がり、稼動中のベルトコ

ンベヤーの点検又は補修等を行っていた。

150102 7
10～

29

11
被災者は集卵用コンベヤー（ベルトコンベヤー）に巻き込まれた状態

で意識を失っているところを様子を見に来た同僚に発見された。な 10～



2009 6 ～

12
お、被災当時、被災者は一人作業をしており、被災状況を確認した者

はいない。

70101 7
29

2009 5

14

～

15

ホッパーに貯めた木材のチップをベルトコンベヤーを使用して岸壁に

接岸した貨物船内のコンテナに送り込む作業をしていた。木材のチッ

プが雨によって湿っており、ホッパーからベルトコンベヤーにスムー

ズに落ちないため、被災者が木の棒を使って手作業でホッパー下端部

の木材チップをほぐし、ベルトコンベヤーに落ちるようにしていたと

ころ、ベルトコンベヤーとホッパーの隙間にはさまれた。

50202 7
10～

29

2009 10

9

～

10

傾斜コンベヤーのベルト緊張不具合等に対する整備・調整作業中、運

転した状態で下側プーリーに付着している泥の塊等をラチェットレン

チの柄の部分で取り除こうとして、当該プーリー部に巻き込まれた。

10909 7 1～9

2009 6

8

～

9

作業者3人（被災者を含む）で異常停止したコンベヤーを復旧させるた

め、コンベヤーの開口部分から搬送物（チップ状の木片）の除去作業

をしていたところ、他の作業者がコンベヤーを起動させたため、被災

者がコンベヤーの稼働部分と開口部分の枠との間にはさまれた。

150102 7
10～

29

2009 12

7

～

8

被災当日の朝、被災者は古紙仕込みラインの清掃作業を開始した。１

０分後、古紙をパルパーに投入するためのベルトコンベヤーが停止し

ていることを不審に思った同僚が、ベルトコンベヤーに巻き込まれ意

識不明の被災者を発見、搬送先の病院で同日死亡が確認された。

10601 7
30～

49

2009 3

9

～

10

被災者が、砕砂コンベヤーの金属製の枠とベルトの間に手を入れて点

検していたところ、稼働中の当該コンベヤーの下側のベルトに左手を

引っ張られ、当該コンベヤーの金属製の枠に身体を強く押し付けら

れ、死亡した。

10909 7 1～9

2009 5

17

～

18

選別ヤード内にて、ダストコンベヤーの周囲で清掃作業を行っていた

ところ、当該コンベヤーに巻き込まれ、被災した。救急車にて病院に

搬送されて手術を受けたが、死亡した。

150102 7
10～

29

運転管理をしていたところ、異常が発生しコンベヤーが停止した。被



2009 9

21

～

22

災者が現場に向かい復旧作業に一人で着手した。１１分後に運転が再

開されたが２０分後に再び異常が発生し停止した。再停止してから１

７分して、別の用件で現場近くを通りかかった作業者が異常に気付

き、コンベヤーに近づいたところ、コンベヤーにはさまれている被災

者を発見した。直ぐにレスキュー隊により救出されたが死亡した。

150103 7
10～

29

2009 12

1

～

2

被災者は、ペットボトルのリサイクル機械へ使用済みペットボトルを

供給する作業を行っていたところ、ホッパー内に滑り落ち、這い上が

ることができない状況で、動き出したコンベヤーにより移動させられ

た後、機械の隙間に巻き込まれた。

150102 7 1～9

2008 5

9

～

10

石と砂が混じった物を砕く作業を行うプラントにおいて、ベルトコン

ベヤーを稼働した状態でホッパー内に入っていたところ、ホッパーの

下部とベルトコンベヤーの間にはさまれて死亡した。

20202 7
10～

29

2008 10

14

～

15

作業者5名でボイラーの燃料（石炭）を運搬するコンベヤー軸の取り替

え作業を行っていた。その時、突然、コンベヤーが動き出してコンベ

ヤー軸を支えていた被災者がコンベヤーホッパーに巻き込まれ、ホッ

パーとコンベヤー外枠の梁にはさまれ死亡した。

30309 7 1～9

2008 6

7

～

8

被災作業者は、コークス分別機においてベルトコンベヤーのローラー

と地面との間（約18cm）にはさまれて死亡した。
10804 7

30～

49

2008 9

1

～

2

施設担当者が流動床型焼却炉のスラッジコンベヤーのチェーンを緊張

したため、引継ぎ事項として当スラッジコンベヤーの稼働状況の確認

を指示した。引継いだ被災者が定期パトロール作業中にスラッジコン

ベヤーの点検口から覗き込んだ際にはさまれた。

150102 7

300

～

499

2008 10

19

～

20

ゴム練り行程において、乾燥ゴムシート（半製品）の取り込み口を変

更する作業（1階のゴムシート取り出しラインから、2階のゴムシート

取り出しラインへ変更するもの）を行っていた。その際、被災者が、

サンドイッチ状のベルトコンベヤー間（この間をゴムシートが流れる

仕組みになっている）にはさまれているのを同僚が発見した。

10806 7

300

～

499



2008 10

3

～

4

燃料製造ラインの減容固化機から出た製品をストックヤードへ搬送す

るゴム製バケットコンベヤーにはさまれた。
11009 7

30～

49

2008 3

13

～

14

ベルトコンベヤーの補修作業を2人作業で行うため、当該ベルトコンベ

ヤーの運転を停止後、作業者Aは作業場所付近で機材の段取りを行い、

被災者が先行してベルトコンベヤー点検口に向かった。その後、作業

者Aが点検口に行ったところ、補修対象とは異なるベルトコンベヤー

（稼動中）の点検口（1m×0.5m、深さ2.5m、転落防止バー設置）が

開いていた。約20分後、当該ベルトコンベヤーの下流150mで被災者を

発見した。

11001 1 1～9

2008 4

15

～

16

ダンボールを三色印刷機に送り込むコンベヤーで、エアーシリンダー

にエアーを供給してコンベヤーを上昇させた後、機械の中で駆動

チェーンの調整作業をしていた。その際、被災者の身体がエアーバル

ブのスイッチに触れたため、コンベヤーが下降してシャフトとコンベ

ヤーの間にはさまれて死亡した。

10602 7

100

～

299

2008 5

10

～

11

被災者はチップ製造業務に一人で従事していたところ、チップ機に付

設されたチェーンコンベヤーと当該チェーンコンベヤーに木材を投入

するベルトコンベヤーのすき間（約3cm）に巻き込まれて死亡した。

10409 7 1～9

2008 12

10

～

11

製材工場において、リングバーカにより丸太（約12m）の皮はぎ作業

の際、ベルトコンベヤーが木くず(皮)で詰まったため、詰まりの改修作

業を実施した。その際、ベルトコンベヤーとモーターの架台との間に

身体をはさまれた。

10401 7 1～9

2008 1

18

～

19

立体倉庫棟内の3階に4基の自動搬送装置が設置されており、運転中の

No1ライン上で荷が停止した。被災者は隣接のNo2ラインのコンベヤー

内に立ち入り、停止した荷の状況の確認作業等を行っていたところ、

一部、手すりの設置されていない箇所から約7.4m下の1階に墜落した。

10109 1
10～

29

5
産業廃棄物処理施設内において、破砕機で破砕した木くず等を搬送す

るベルトコンベヤー付近の清掃作業を一人で行っていた被災者が、コ 30～



2008 5 ～

6
ンベヤー端部のローラー（直径約0.4m、幅約1.6m）とゴムベルト（幅

約1.5m、厚さ約14mm）との間に巻き込まれて死亡した。

150102 7
49

2008 12

7

～

8

こんにゃくの乾燥工場において、こんにゃくのスライス機の刃の調整

作業中にスライスしたこんにゃくを乾燥機へ搬送する金網コンベヤー

の駆動部と金ブラシに接触し、巻き込まれて死亡した。

10109 7 1～9

2007 3

1

～

2

集中脱葉施設において、被災者が、施設に設置された機械の下回りの

管理清掃業務に従事していた際に集中脱葉機トラッシュ移送用ベルト

コンベヤーのベルトとローラーの間に巻き込まれた。

10109 7
50～

99

2007 1

9

～

10

生コン製造プラントのベルトコンベヤー部分で、ローラーについた砂

を治具（鉄筋の先にへらを取り付けたもの）を使って掻き落していた

ところ、ベルトコンベヤーとローラーとの間にはさまれた。

10901 7 1～9

2007 3

11

～

12

被災者が見当たらないことを心配した上司が、ニーディングパルパー

（古紙を湯や水酸化ナトリウムで溶解し、繊維状に戻す機械）専用の

コンベヤー付近に仰向けに倒れている被災者を、発見した。

10601 7

100

～

299

2007 9

10

～

11

産業廃棄物の処分場において、粉砕した骨材から不純物除去作業を

行っていたところ、コンベヤーが詰まり、修理しようとしてコンベ

ヤーに巻き込まれた。

150102 7 1～9

2007 8

15

～

16

砕石工場において、運転中のベルトコンベヤー（全長４ｋｍ、ベルト

速度１４０ｍ／ｍｉｎ）の底面側にあるベルト反転用ローラー（ベル

トの土砂を取り除くもの：駆動源なし）の下方の床にたまった土砂を

掃除するため、被災者は単独で、点検歩道から床に下り、スコップで

土砂をすくって掃除をしていたところ、ベルト反転用ローラーと当該

コンベヤーのベルトの間（隙間４．５ｃｍ）に巻き込まれた。

20201 7
10～

29

2007 4

23

～

24

被災者は、棒線工場内の精整された鋼材（鉄の棒）を番線で結束する

ラインにおいて、４機ある結束機のうち１台目の結束機が結束不良と

なったため、自動により運ばれてくる結束ライン内に入り、１台目の

結束機の復旧作業を行っていたところ、結束するために結束ローラー
11001 6

1000

～

9999



にて運ばれてきた鋼材（鉄の棒４０本の束、重さ４７９５ｋｇ）に激

突され、３台目の結束機と鋼材との間にはさまれた。

2007 8

16

～

17

生コンクリート製造工場において、生コン資材（バラス、砂等）搬送

用ベルトコンベヤーのテンションプーリー（直径３２ｃｍ、巾６６ｃ

ｍ）に巻き込まれているところを同僚に発見された。

10901 7 1～9

2007 12

16

～

17

被災者は、丸太材を柱材に加工するための帯のこ盤に丸太材を送る丸

太搬送装置の下部に設置されている木片をチッパーに搬送するための

ベルトコンベヤーの駆動チェーンが故障したため、修理しようと、丸

太搬送装置の下部に立入ったところ、丸太搬送装置の可動部分とコン

ベヤーの縁との間にはさまれた。

10401 7
30～

49

2007 6

10

～

11

建設廃材破砕施設において、被災者はひとり作業でコンベヤーに載せ

られたコンクリート片から鉄筋などのコンクリート以外のものを取り

除く作業を行っていたが、建設廃材を当該施設に投入していた同僚

が、コンベヤーが停止していたためコンベヤーの箇所に来たところ、

コンベヤーと地面の間にはさまれた被災者を発見した。

10909 7
10～

29

2007 10

13

～

14

被災者がペットボトルを圧縮梱包機に投入作業中、機械の裏側に入

り、コンベヤーとコンベヤーのフレームの隙間（１６ｃｍ）にはさま

れた。

80109 7 1～9

2007 3

21

～

22

製鉄所内で石炭搬入用のベルトコンベヤーに被災者が巻き込まれてい

るのが発見された。被災者は搬入作業のためのコンベヤーの試運転業

務を１名で行っていた。

11001 7

1000

～

9999

2007 4

11

～

12

古紙収集を行なう事業場において、古紙を圧縮する紙プレス機のコン

ベヤー（ベーラー）のピット（深さ約３０～６０ｃｍ）内でダンボー

ルの下敷きとなり仰向けに倒れている被災者が発見された。直前に被

災者が同僚にコンベヤーを止めるように言ったことから同僚が気付き

止めたが、すぐに下敷きの被災者に気付かず、しばらくしてから発見

された。

150102 7
10～

29

11 原土を陶土と砂に分離する作業中、休憩室に行くために、泥をくみ上



2007 4 ～

12

げるベルトコンベヤー部分を通り抜けようとしたところ、足を滑らせ

て転倒し、ベルトコンベヤーと地面との間にはさまれた。

10909 7 1～9

2007 8

11

～

12

被災者が工場で、朝から園芸用の培養土の袋詰めを行い、その後投入

ホッパーのベルトコンベヤー、ローラーなどに付着した土などをブラ

シで掃除していたところ巻き込まれた。被災者は最初はベルトコンベ

ヤーを停止して掃除を行っていたが、途中からベルトコンベヤーを稼

働させて掃除を行っていた。

11709 7 1～9

2007 6

14

～

15

工場地下ピット内において、被災者が、鋳型用の砂を運搬するベルト

コンベヤーの見回りをしていたところ、ベルトを支えるローラーに巻

き込まれた。

11002 7
50～

99

2007 9

16

～

17

新設した破砕処理プラントにおいて、ゴムベルトコンベヤーの試運転

を兼ねたベルト位置の調整作業中、ローラー（無動力で、戻りのベル

トの安定を保つもの：Φ１５０ｍｍ、Ｌ＝１３００ｍｍ）とベルトの

間に左手から上半身が巻き込まれて死亡した。被災者の傍らにケレン

棒が落ちていたため、ローラーに付着した泥を掻き落とそうとしてい

たと思われる。

10901 7
10～

29

2007 12

16

～

17

浄水場の運転管理業務の一環で、ベルトコンベヤーのドラムを運転さ

せながらホースによる洗浄作業を行っていた。被災者がホースを持っ

た手をドラムに近づけすぎたため、ドラムに巻き込まれた。

11603 7
50～

99

2007 8

15

～

16

被災者は傾斜コンベヤーのチェーンの取替作業中、コンベヤーの搬送

部分に当たるスラットバーと呼ばれる金属板をはずして空間ができた

コンベヤー内部に立ち入ったところ、自重で降下して来たスラット

バーが背後から激突し、コンベヤーを支えるフレームとの間にはさま

れた。

10601 6
30～

49

2007 6

13

～

14

トラックによるコークスの運搬からコンベヤーを使用してホッパーに

入れる作業を被災者の一人作業で、行っていた。被災者は、スキップ

ホイストのバケットの収まるピットの中で、コークスが満載されたバ

ケットの下敷きになっていたところを発見された。

40301 6 1～9



2007 1

8

～

9

鶏糞タンクにスクリューコンベヤーで鶏糞を入れる作業中、スク

リューコンベヤーの鶏糞投入口のスクリューにはさまれた。
70101 7

50～

99

2007 7

15

～

16

食品トレーを再利用し粒状のプラスチックを製造する工程において、

リサイクル機械に原料を送るコンベヤー（傾斜約２０度、長５ｍ）で

原料が詰まったため、コンベヤーの縁に設置されている鉄板（傾斜約

２０度、幅１６ｃｍ）に乗り復旧作業を行っていたところ、足を踏み

外し約１．２ｍの高さから墜落した。

130201 1 1～9

2007 12

13

～

14

コンベヤーから砕石が供給されないことからプラントの点検を行った

ところ、コンベヤーのドラムに巻き込まれている状態の被災者を発見

した。被災者はプラントの見回り作業（点検・清掃）を行っていた。

20201 7
10～

29

2007 10

14

～

15

養鶏農場の鶏舎内において、鶏の餌を運ぶために設置されているスク

リューコンベヤーの付近に倒れている被災者が発見された。被災者

は、鶏舎内のハエ取り紙の撤去中に、スクリューコンベヤーに巻き込

まれたものと思われる。

70101 7
50～

99

2006 12

10

～

11

ベルトコンベヤーのメンテナンスのため、設備停止が確認され作業に

入るよう指示された被災者が、テールプーリー部からコンベヤーベル

ト間へ入り込んで中間ローラー１個を交換のために外していたとこ

ろ、突然コンベヤーの電源が投入され、動き出したコンベヤーのテー

ルプーリーとベルトに巻き込まれた。

11001 7

100

～

299

2006 11

11

～

12

事業所にある再生骨材プラントのベルトコンベヤーの回転軸付近に倒

れている被災者が発見された。傍に落ちていた被災者のヘルメットは

ヒビ割れていて、地面には血痕があった。

10909 7
10～

29

2006 10

17

～

18

鉱山における石灰石の砕石プラントにおいて、当該プラントオペレー

ターがコンベアプーリーの回転部分に巻き込まれた。
20309 7

10～

29

11
清掃工場内にごみを搬送するコンベアを設置する作業において、コン



2006 10 ～

12

ベアにエプロンパン（金属板）を取り付ける作業中、コンベア内でエ

プロンパンを下にずらす作業をしていた被災者が、急に動いたエプロ

ンパンに押されコンベア下部にはさまれた。

30302 7
10～

29

2006 10

7

～

8

砕石工場において、砕石の破砕作業に従事していた労働者が、コンベ

ヤーに巻き込まれた。
20201 7

10～

29

2006 7

9

～

10

砕石製造プラント内部のベルトコンベアーの点検通路で、被災者が巻

き込まれた状態で発見された。 負傷後意識が回復したものの、事故発

生から１．５月後に死亡した。

20201 7
10～

29

2006 8

13

～

14

鉄道保守基地内において、敷石の選別作業中、ベルトコンベヤーのベ

ルトとローラーの間に挟まれた。
40101 7

30～

49

2006 8

11

～

12

工場内において破砕ラインの点検作業中、コンベアのテンションロー

ラー付近のベルト及び回転軸に巻き込まれた。
10909 7

10～

29

2006 7

4

～

5

行程計画係の担当者が荷の仕掛かり状況の確認に行ったところ、声が

聞こえたため探したところ、結束機出側コンベア上で結束されたパイ

プ束とコンベアローラー、操作盤の間に挟まれた被災者を発見した。

11209 6

100

～

299

2006 6

9

～

10

ガス溶接機械を使用してタイヤチップ処理設備のホッパー（チェーン

コンベアにより搬送するもの）の下部覆いの鉄板の溶断作業を行って

いる最中に、ホッパー全体が傾き、ホッパーの覆いと設備の支柱に挟

まれた。

30302 7
10～

29

2006 6

10

～

11

砕石プラントのベルトコンベアのテール側プーリーベルトのずれを修

正するよう操作室から被災者に指示した。その後当該コンベア下部で

仰向けに座り込むようにして倒れている被災者が発見された。

20201 7
10～

29

2006 5

12

～

産業廃棄物中間処理破砕センター内において、プラントの点検整備作

業を被災者一人で行っていたが、正午頃、クラッシャーのベルトコン
10909 7

30～



13
ベヤーのローラーと架台の間に挟まれているところを、近くを通りか

かった者に発見された。

49

2006 4

9

～

10

被災者と工場長の２名で作業前の清掃を行った後、点検を行うために

工場長が制御室にて機械を起動させたところ、５分ほどして異常停止

したために、工場長がベルトコンベアに向かったところ、右手から

プーリー部に巻き込まれている被災者を発見した。

10909 7 1～9

2006 4

10

～

11

原料棟において、陶磁器の原料供給を行う装置である供給器内部壁面

に付着した原料の残土をスコップにて掻き落としていたところ、付近

で稼動していたコンベアの下部テンションローラーとベルトの間に巻

き込まれた。

10903 7
30～

49

2006 3

20

～

21

自動車エンジンを作る工程で、エンジンを吊り下げて移動させるコン

ベアーが停止したので、点検したところ、コンベアーに付帯する設備

に異常が認められ修理した。その後、コンベアーを始動させ、修理箇

所の作動状況を見ていたところ、コンベアーとコンベアーを覆うカ

バーに挟まれた。

11502 7
300

～

2006 3

10

～

11

工場内において、鋳造用砂型の混練作業（砂と水とベンナントを混合

させて既定粘度まで練る作業）に従事している被災者が混練物を運搬

するベルトコンベヤーのベルトとローラーの間に右腕を巻き込まれ

て、うつぶせに倒れているのが発見された。

11002 7 1～9

2006 1

17

～

18

被災者は、週末の作業打合せのため、その日出社する作業者の確認に

行った。その確認後の被災者の行方が不明となり、工場内の製品を自

動搬送するストックコンベアにおいて「ガシャン」と音がしたので他

の作業者が現場に駆けつけたところ、当該コンベアの昇降装置コンベ

アに挟まれた被災者が発見された。

10805 7
50～

99

2005 1

10

～

11

事業場構内のベルトコンベヤーの動力伝達部分において、ベルトコン

ベヤーが稼働した状態で、被災者がスコップを用いてベンドプーリに

こびりついた土砂を取り除いていたところ、ベンドプーリとベルトの

間に巻き込まれた。

20201 7
10～

29



2005 4

8

～

9

ペットボトルリサイクル工場内においてベルトコンベヤーにペットボ

トルを投入していた際、ベルトコンベヤーとベルトコンベヤーとの交

差部分の隙間に巻き込まれた。

10203 7
10～

29

2005 1

14

～

15

被災者は、灰出しコンベヤー上に落下したケレン棒を拾うため、上半

身をコンベヤーの中に入れたところ、動いてきたスクレーパーに押し

上げられ、渡り歩廊とスクレーパーとの間に挟まれた。

30309 7
10～

29

2005 4

10

～

11

鋳砂回収タンク下にあるベルトコンベヤーのテール側にて、何らかの

作業を行っていたところ、プーリーとリターン側ベルト上面との間に

巻き込まれた。

11002 7
10～

29

2005 7

5

～

6

バンバリーミキサーハンガーのトラブル処理作業中、回転しているコ

ンベヤーに巻き込まれた。
10806 7

300

～

2005 10

10

～

11

廃プラスチック類搬送コンベヤーにおいて、選別作業中にコンベヤー

にプラスチックが詰まったため、コンベヤーの電源を切らずにプラス

チックを取り除こうとしたところ、巻き込まれた。

80109 7
10～

29

2005 10

18

～

19

土壌洗浄プラント内において、土壌洗浄作業の運転管理作業中、砂搬

出用ベルトコンベヤーのローラー下端部に巻き込まれたスコップに激

突された。

150102 7
10～

29

2005 8

14

～

15

製紙用チップヤードの解体工事において、ヤード内にチップを円周状

に均一に撒くための旋回コンベヤーの先端部分を溶断していたとこ

ろ、溶断直後に旋回コンベヤーの本体旋回部分が旋回台を中心に反対

側にひっくり返り、落下したため、これに乗り安全帯をかけて作業を

行っていた被災者が旋回コンベヤーの本体とともに墜落した。

30302 1 1～9

2005 9

16

～

17

牛舎で、牛糞を運び出すチェーンコンベヤーのチェーンの緩みをとる

ため、チェーンにベルトスリングを掛けて引っ張りながら同コンベ

ヤーを作動させて、チェーンの緩みを１カ所に集める作業を単独で

行っていたが、ベルトスリングのもう一方の端が逆方向に動いている
70101 7 1～9



チェーンに引っかかり、両端をチェーンで引っ張られたベルトスリン

グに巻き込まれた。

2005 1

1

～

2

垂直スラットコンベヤーに荷が挟まり停止状態となっていたため、被

災者は当該コンベヤーを逆転させ挟まっていた荷を除去し、その後、

コンベヤー内部に上半身を入れたところ、突然コンベヤーが動き出

し、コンベヤー内柵とパレットとの間に挟まれた。

10104 7

300

～

499

2005 9

14

～

15

バーカーで発生した木皮をバーカー下のコンベヤーを載せ搬送させる

ため、バーカー出口ベルトコンベヤーとチッパー機送材ベルトコンベ

ヤーの隙間に投入していたところ、稼動していたバーカー出口ベルト

コンベヤーと停止していたチッパー機送材ベルトコンベヤーの隙間に

巻き込まれた。

10401 7
10～

29

2004 4

10

～

11

採石の選別機のオペレータをしていた被災者が、採石を運ぶベルトコ

ンベアとホッパー出口のスカート部との間に挟まれた。
20201 7

10～

29

2004 3

13

～

14

ツイン丸のこ盤で丸太から切断された背板をベルトコンベアで移動し

たあと、鋸屑製造機に人力で投入するために、背板上げ機から背板を

受け取る作業をしていた被災者が、同機の駆動軸に巻き込まれた。

10401 7 1～9

2004 3

13

～

14

コンクリート再生プラントのベルトコンベアの途中で、手作業による

木片等の除去作業を行っていた被災者が、ベルトコンベアの端のロー

ラー部分とベルトの間に挟まれた。

150103 7 1～9

2004 10

9

～

10

ゴミ焼却場において、パンコンベア点検口より3m付近で巻き込まれ

た。
11001 7

100

～

299

2004 10

13

～

14

牛の内臓を搬送するコンベアの搬器を所定位置において傾けるための

エアシリンダーの圧力計を点検中、移動してきた搬器と壁との間に挟

まれた。

150105 7
30～

49

11
鋼構造物（クレーンや橋梁）のショットブラスト作業場にて、排砂作

100



2004 10 ～

12

業（作業場に飛散したショット玉を回収する作業）を行っていた被災

者が、バケットコンベア入側にあるスクリューコンベアの回転軸と溝

の間に挟まれた。

11209 7 ～

299

2004 2

8

～

9

加工砂を船に積み込むコンベアのシュ－ト部において、加工砂の品質

管理の為、細骨材サンプルを土のう袋に受けていたところ、何らかの

原因によりシュート内に転落した。

10905 1 1～9

2004 4

23

～

24

スクリーンプリント2号機のベルト下で、ロールの汚れを除去する作業

をしているときベルトに巻き込まれ、ベルトとコンクリート床面の間

に挟まれた。

10204 7

100

～

299

2004 5

11

～

12

スクリューコンベアのスクリュー羽根の磨耗個所を修理するため、コ

ンベアを停止しアーク溶接で修理作業をしていた際に、溶接用ケーブ

ルが作業位置まで届かなくなったのでこれを引っ張ったところ、コン

ベアの正転・逆転切替スイッチにケーブルが接触して同スイッチが逆

転側に入り、スクリューが回転した。これに足を掛け作業していた被

災者が巻き込まれ被災した。

11702 7
10～

29

2004 12

15

～

16

スクレーパコンベアを清掃中、スクレーパコンベアの歯車とコンベア

チェーンの間に巻き込まれた。
150102 7

30～

49

2004 3

14

～

15

砕石工場のプラントに設置されているコンベアのプーリーとコンベア

ベルトの間に巻き込まれた。
10909 7 1～9

2004 11

16

～

17

再破砕工場の設備を巡回中、スクリーンで分けられた砕石（粒径

20mm～40mm）を破砕機に搬送するベルトコンベア（長さ約25m）

の後部プーリーの回転軸に巻き込まれた。

10909 7
10～

29

2004 8

10

～

11

被災者は、中古衣料梱包機で、中古衣料の圧縮作業に一人で従事して

いたが、同機械のベルトコンベアーが空荷の際に発する異音を出した

ことに気づいた同僚が、機械を停止して被災者を探したところ、被災

者がホッパー下部のプーリー部分で発見された。

10309 7
10～

29



2004 4

16

～

17

砕石プラントのベルトコンベヤのローラーと軸受けとの隙間（5cm）

に、巻き込まれた。
20202 7

10～

29

2004 6

16

～

17

産業廃棄物中間処理業におけるコンクリート塊等破砕プラントのゴム

製ベルトと金属製ローラーの間に挟まれた。
150102 7

10～

29

2004 3

16

～

17

砕石用ベルトコンベアの駆動部スプロケット（歯車）交換作業におい

て、供給シューター付近に堆積した砕石を除去していたところ、コン

ベア上の砕石の自重でコンベアが逆転し、ベルトコンベアとシュー

ターの間に挟まれた。

150109 7
10～

29

2004 4

0

～

1

ベルトコンベアからこぼれた鉱石をスコップでコンベアに乗せたり、

シュートから下ろしたりする脱鉱作業をしていたところ、ベルトコン

ベアの下部のリターンローラーとベルトの間に巻き込まれた。

170209 7 1～9

2004 3

9

～

10

生コン製造工場内で、ベルトコンベアの点検作業をしていたところコ

ンベアに挟まれた。
10901 7

10～

29

2004 1

17

～

18

スクリューコンベアを運転しながら高圧洗浄水で洗浄中、スクリュー

コンベア内に転落し巻き込まれた。
10109 7 1～9

2004 10

9

～

10

船から石炭を荷上げした際に所定場所まで運ぶ専用のベルトコンベア

の塗装工事において、ベルトコンベアに付着した石炭の残りをベルト

コンベアから取り除くために稼動させたところ、ベルトとベルトの間

に入りコンベアの鉄骨部分の塗装作業を行っていた被災者がベルトと

ローラーの間に挟まれた。

30209 7 1～9

2003 12

14

～

15

砕石プラントにおいて、スクリーンでふるい分けられた砕石を次の工

程に運搬する動力コンベヤに不具合が発生していたため、補修を行っ

て運転を開始していたときに、コンベヤのテールプーリー部分に左手
20201 7

10～

29



を巻き込まれた。

2003 11

8

～

9

ベルトコンベヤの北端のベルト・プーリー部付近で堆積した砂、ベル

トやプーリーに付着した砂の除去作業中に、左上腕部までベルト・

プーリー部に巻き込まれた。

11002 7

100

～

299

2003 11

10

～

11

材木を移動させるチェーンコンベヤの刃部にたまったカスを取り除こ

うとして首をはさまれた。
10401 7

10～

29

2003 11

23

～

24

アスファルト・コンクリート廃材破砕プラントで、ベルトコンベヤに

乳児頭部大のコンクリート廃材が詰まってプラントが停止したため、

いったん電源を切って廃材を取り除きベルトコンベヤの運転を再開さ

せたときに、廃材の詰まったベルトコンベヤの下部にあった別のベル

トコンベヤに右腕を巻き込まれて切断した。

10909 7 1～9

2003 10

10

～

11

コンクリート屑等の建築廃材リサイクルで、破砕したコンクリート屑

をベルトコンベヤで運ぶ途中でコンクリート屑から鉄筋等のゴミを手

選別により拾い上げているときに、ローラー付近に落ちた鉄屑等を拾

おうとしてコンベヤに巻き込まれた。

150102 7
10～

29

2003 10

12

～

13

不織布製造機のコンベヤの動きに異常がある旨の報告を受けたので、

ロールに絡みついた不織布が異常の原因と考えて不織布を除去するた

めにロールに手を伸ばしたときに、ロールとコンベヤベルトとの間に

巻き込まれた。

10802 7

100

～

299

2003 9

13

～

14

バケットコンベヤのレール交換で、上部より稼動状態を確認しながら

バケットを叩いて固着している原料を落としていたときに、バケット

にはさまれた。

10809 7
50～

99

2003 8

18

～

19

ストックヤード上部にある砂の二次輸送用ベルトコンベヤ付近におい

て、清掃作業中に使用していた竹ほうきがベルトコンベヤに巻き込ま

れ、同時に右手および胴体がはさまれた。

10901 7
30～

49

14 再生砕石工場で、ベルトコンベヤに詰った土砂を取り除く作業をして



2003 7 ～

15

いたときに、運転を停止しないで作業を行ったため、右半身をベルト

コンベヤに巻き込まれた。

150102 7 1～9

2003 7

16

～

17

破砕プラントの終業前の清掃中に、停止中のベルトコンベヤ内のロー

ラー部に木片を見つけ、手を入れて取り除こうとしたときに、現場主

任がベルトコンベヤ上の残留チップ等を外へ出すためコンベヤを起動

させたため、ベルトコンベヤ回転部に右腕を巻き込まれた。

10409 7
50～

99

2003 6

16

～

17

洗濯用洗剤を搬送するベルトコンベヤの目視点検のため、ベルトコン

ベヤの下部に潜り込んでベルトの蛇行状況等を点検していたときに

ローラーに巻き込まれ窒息した。

10899 7

100

～

299

2003 5

9

～

10

木材チップ工場において、コンベヤから送られた木片がチッパー入口

に引っ掛かっていたので、合図を送ってラインを停止させ、木片を取

り除いた後にライン稼動の合図を送ってラインを稼動させたときに、

コンベヤ上部の押え装置とチッパーカバーのフランジ部に頭部をはさ

まれた。

10409 7
10～

29

2003 4

14

～

15

建設廃材の石膏ボードを分離処理するプラントで、廃材の石膏ボード

をベルトコンベヤでプラントに運び、分離した紙材をフレコンバッグ

に受け取る作業中に、ベルトコンベヤの出口下のロールとベルトの廃

紙を除去しようとして、ベルトコンベヤに右腕を巻き込まれた。

10909 7 1～9

2003 3

13

～

14

ベルトコンベヤ付近にある砂利をスコップでコンベヤの上に載せる作

業中に、コンベヤのローラーに右腕を巻き込まれて作業服を強く引っ

張られ窒息死した。

10901 7 1～9

2003 2

4

～

5

製紙工場の夜勤中に、出荷ラインのコンベヤにトラブルが発生したの

で、復旧するためコンベヤ付近で作業を行っていたところ、コンベヤ

が動き出したためにコンベヤ上のパルプ梱包（質量260kg）が激突し、

この荷とライン端の手すりとの間にはさまれた。

10601 4

100

～

299

2003 1

10

～

11

土木建設現場から持ち込まれたコンクリートガラをクラッシャーで破

砕したものが、ベルトコンベヤで搬送されてくる中から鉄筋、木屑を

椅子に座り手作業で除去していて、ベルトコンベヤに巻き込まれた。

10909 7 1～9



2002 12

5

～

6

スラブの研削を行うラインで、１人作業を行っていてベルトコンベ

ヤーに足を挟まれた。
11001 7

300

～

2002 11

16

～

17

水質管理センターの沈砂池機械設備の改造工事において、沈砂排出機

の補塗装を行うため点検口より中へ入ったときに、メーカーの試運転

立会者が機械を動かしたため、沈砂排出機コンベア内の羽根に挟まれ

た。

30302 7
30～

49

2002 12

13

～

14

反応槽から取り出した難燃性繊維を脱水する工程で、脱水槽に繊維を

運ぶ釘状の突起の付いたスパイクコンベアに挟まれた。
10801 7

50～

99

2002 11

11

～

12

ベルトコンベアのピット部の掃除でピット内に入ったとき、コンベア

ベルトとキャリアロールとの間に衣服を挟まれた。
10409 7

50～

99

2002 5

9

～

10

出張先で自社製作のローリングシャーの刃部と自動送り装置の補修を

行っていたときに、材料を刃部まで送り出すための送り箱が逆送し、

送り箱と格納庫上部との間に下腹部を挟まれた。

11301 7 1～9

2002 9

10

～

11

砕石プラントの二次クラッシャー内に石が詰まってクラッシャーが自

動停止したので、石を除去しベルトコンベアー上で作業者2名が点検口

を閉じたのを見た別の作業者2名が操作室にいた操作者にクラッシャー

を動かしてみるよう合図を送ったところ、操作者が通常運転再開の合

図と勘違いしてベルトコンベアーを動かしたため、コンベアーとク

ラッシャーのアンダーホッパーとの間に挟まれ1名が死亡した。

20201 7
30～

49

2002 8

14

～

15

コンベアの操作盤にケーブルの入線作業を行っていたところ、誤って

操作盤内の充電部に身体の一部を接触させ感電した。
30301 13 1～9

2002 5

16

～

生コン製造プラントタワ－の最上部に設置してある骨材（砂利）投入

装置のベルトコンベアーの清掃作業を行っていて、ホッパ－への投入 10901 7 1～9



17 シュ－トに挟まれた。

2002 9

9

～

10

くず鉄搬出用ベルトコンベヤに取り付けられた送り刃に頭部を引っ掛

けられ、そのまま同ベルトコンベヤ内へ引きずり込まれた。
11301 7

1000

～

9999

2002 5

8

～

9

砕石プラントのベルトコンベヤーの点検・注油作業中に、ベルトコン

ベヤーと砕石ホッパーとの間に挟まれた。
20201 7

10～

29

2002 3

14

～

15

生コンクリート工場において、傾斜コンベアのベルトが切れたためテ

ンションプーリー部の作業台で傾斜コンベアのベルト蛇行調整を行っ

ていたときに、テンションプーリーとベルトとの間に身体を巻き込ま

れた。

10806 7
10～

29

2002 4

15

～

16

スポンジチタンの製造ラインで、粉砕したスポンジチタンを次工程に

搬送するベルトコンベアに全身を巻き込まれた。
11101 7

300

～

499

2002 3

4

～

5

壁材を50枚毎に積重ねて運ぶラインで、そのテーブルリフターに積重

ねられていく製品の調整をベルトコンベアーの間にあるステップ上で

単独で行っていたところ、パレットがベルトコンベアーに載って動き

出し、足を挟まれて転倒したのちコンベアーのアングルに頭をぶっつ

け、さらに動いてきたパレットとアングルとの間に頭を挟まれた。

10905 7

100

～

299

2002 2

10

～

11

スレート生産ラインに設けられたベルトコンベアの下で不良製品（ス

レート屋根）をくず処理コンベアーに載せていたところ、作業服がベ

ルトコンベアーに取り付けられているテンションローラーの回転軸に

巻きつき、作業服の襟で喉を締め付けられて窒息した。

10901 7

100

～

299

2002 2

11

～

12

工場内のストックヤード下部に設けられている引出しコンベア室内

で、ベルトコンベアの点検調整作業中にベルトとテールプーリーとの

間に巻き込まれた。

10901 7 1～9

16 地上約43mのサイロ上のコンベアー付近で集塵ダクトの取り替え工事
50～



2002 1 ～

17

中、コンベアー上に設けられた覆いの上からサイロの上まで約8.3m墜

落した。

30302 1
99

2001 12

14

～

15

単板の製造工場において、端材等をチップにするためにチッパーまで

運搬するコンベアの周囲を清掃していたときに、コンベアのロールに

巻き込まれた。

11301 7
10～

29

2001 12

9

～

10

コンクリート再生プラントにおいて、ドラグショベルでホッパーにコ

ンクリート片を投入する作業中にクラッシャーが詰まったため、ク

ラッシャー出口付近でスコップでコンクリート片を取り除く作業を

行っていたときに、コンベアと地面との間にはさまれた。

150102 7
30～

49

2001 11

9

～

10

豚の糞を豚舎の外部に排出するスクリューコンベアのところでスコッ

プを用いてスクリューコンベア内に糞をかき入れていたときに、足を

滑らせてスクリューコンベアに足を巻き込まれた。

70101 7 1～9

2001 11

13

～

14

工場内の砂利投入用ホッパーのピットに入りホッパー補修作業を行っ

ていたときに、砂利運搬業者がダンプトラックで砂利を運んできて

ホッパー下部にある搬送用ベルトコンベアの起動しホッパーに砂利を

投入したところ、異常があったのでピット内を調べたところ搬送用ベ

ルトコンベアに挟まれている作業者を発見した。

10901 7
10～

29

2001 8

19

～

20

リサイクル施設工場内の廃棄物供給コンベア機械の下端部で周囲の清

掃作業を行っていたところ、コンベア板を駆動しているチェ－ンの連

結部ピンが外れてチェ－ンが切断し、それに伴いコンベア板の連結も

切れてコンベア板が顔に激突した。

150102 6
30～

49

2001 8

22

～

23

ベニヤ工場の振分コンベヤに材料が詰まったので機械を停止してその

内部に3人が入って除去し、ある程度作業が終了した段階で「そろそろ

動かすか」という上司の声を聞いて操作者がコンベヤから出て合図の

無いままスイッチを入れたところ、まだコンベヤ上に1人が残ってい

て、動き出したコンベヤの起伏部分に挟まれた。

10402 7

300

～

499

2001 8

16

～

砕石プラントの終業前点検中にベルトコンベアのローラーに挟まって

いたゴムベルトの切れ端をコンベアを停止させずに取り除こうとして 20201 7
10～



17 右腕をコンベアのローラー部に巻き込まれ、右腕を切断した。
29

2001 7

13

～

14

フライトコンベアの破損部分を取替する作業において、破損部分を切

断した後の研磨作業をピット部と地下1階に分かれて行っていたとき

に、ピット部で作業していた者がコンベアの送りスイッチを床に落と

したためコンベアが動き出し、地下1階で作業していた者がコンベアに

巻き込まれた。

150102 7 1～9

2001 4

7

～

8

生コン分離プラントの始業点検中、プラントを構成する機械の一部で

あるスクリューコンベヤーに巻込まれた。
10901 7 1～9

2001 1

20

～

21

原木剥き機械に原木を供給するチェーンコンベア周囲の清掃作業中

に、原木検知センサーが体に反応してコンベアが稼働したため原木送

り爪に体を挟まれた。

10402 7

100

～

299

2000 11

17

～

18

閉園時刻前に観光客が移動式遊歩道として使用するスロープコンベア

の終業時点検を行っていたときに、着用していた雨合羽がコンベアベ

ルトとプーリーとの間に巻き込まれ、頚髄を損傷した。

140302 7
30～

49

2000 11

11

～

12

入気坑道内でベルトコンベヤ駆動部の点検中、コンベヤを動かす棒状

の金属製シフターが跳ね上がり顔面を強打した。
20101 6

300

～

2000 10

9

～

10

木屑を燃料とするボイラーのスクリューコンベアに番線等が絡まった

ので、その除去作業中に、スクリューコンベアの稼働スイッチを入れ

たため右足が巻込まれ、太股から下を切断された。

11609 7
10～

29

2000 6

10

～

11

石膏ボードスクラップ粉砕機(ロールクラッシャー)のスクリューコンベ

アに下半身を挟まれた。
10909 7

30～

49

2000 3

13

～

水砕スラグ置場において、スタックリクレーマー(複数のバケットを回

転しながら物を削り取り、コンベアで運搬する機械装置)で運搬船に水

砕スラグを積み込む作業中にコンベアの片寄りを調整するためロー
11001 7

1000

～



14
ラーとコンベアベルトとの間に入って挟まれた。

9999

2000 8

14

～

15

ウエットパンミル(瓦粘土の混練機)のグリットプレート(メッシュ状に

穴があいた鉄製の床板)の穴につまった粘土をL状の工具で取り除いて

いるときに工具を下のベルトコンベヤに落としたので、工具を取りに

行き転倒した。

10905 1
50～

99

2000 6

18

～

19

荷さばき場の貨物搬送用ベルトコンベアを操作していて、3.6m下のコ

ンベア付属の1番シューターと3番シューターの間のコンクリート床上

に墜落した。

40301 1

300

～

499

2000 12

8

～

9

生コン工場において、採石引込み用のベルトコンベアーの下にこぼれ

た石をスコップでベルト上に載せる作業を行っていて、プーリーとベ

ルトの部分に巻き込まれた。

10901 7
30～

49

2000 12

8

～

9

プラスチック選別コンベヤの始業点検中、コンベヤベルトとヘッド

プーリーとの間にからまっているビニールひもをコンベヤを動かしな

がら取り除こうとして右腕、腰、上半身等がコンベヤーベルトとヘッ

ドプーリーとの間にはさまれた。

11709 7
50～

99

2000 1

8

～

9

ベルトコンベヤーのテンションローラーに付着したスラグ等をコンベ

ヤーを駆動させた状態でバールを使い掻き落としていて、ベルトと同

ローラーとの間に頭まで巻き込まれた。

10909 7
10～

29

2000 2

16

～

17

木材チップを搬送するバケットコンベアが故障したのでバケットコン

ベア内に入り、カゴプーリーとコンベアの間に詰まっていた木材チッ

プをバールで取り除いたときに、突然コンベアが逆方向に動いたた

め、カゴプーリーとコンベアの間に下半身を挟まれた。

10402 7

300

～

499

2000 1

7

～

8

コンベアの熱風機のダンパーの調整などを行っていて6個のリミットス

イッチをON、OFFするカム装置に着用していたデニム地のエプロンが

引っ掛かり胸が締め上げられた。

170101 7 1～9

2000 1

13

～
ホッパー内の異物を取り除くためにホッパー下のベルトコンベヤーの

10909 7
10～



14
電源を入れたのち、右腕をコンベヤーに挟まれた。 29

2000 6

22

～

23

サイロから連続運転の釜へチップを搬送するベルトコンベア(なお、当

該コンベアは特殊ゴム製で、変形機を通過するまではU字状であり、通

過後は円筒状になる。)の巡回点検中に異常音が発生していたので防護

柵をはずして点検していたときに、ベルトと支持ロ－ラ－との間に両

手を巻き込まれた。

10601 7

300

～

499

2000 12

19

～

20

セメント製造プラントの原料輸送系統のパトロールへ行ったまま休憩

所に戻ってこないので、部下が探しに行ったところ石灰石切出フィー

ダーコンベアのスナップローラーに巻き込まれていた。

10801 7

1000

～

9999

2000 11

14

～

15

砂採取場の選別プラントにおいて、ホッパー下のベルトコンベヤーの

プーリーとベルトとの間に左腕部を巻き込まれた。
20202 7 1～9

2000 1

10

～

11

採取した砂からヘドロ等を分離する洗浄プラントにおいて、小型の洗

浄装置のホッパーからコンベアで砂を回収する工程でコンベアから地

上に落下した砂をスコップで取り除いているときにコンベアのロー

ラーの部分に体を巻き込まれた。

20202 7
10～

29

2000 9

3

～

4

トラックで搬送してきた木材チップを深さ約6mのホッパに投入し、ベ

ルトコンベア上のチップの流れをよくするため竹竿で底をつついてい

たときに、ホッパ内へ転落してベルトコンベアに巻込まれた。

40301 7 1～9

2000 6

11

～

12

工場で製造された砕石を運搬するダンプの運転手が、砕石プラント内

の最終製品の砂をプラント内から置き場に搬送するコンベアのベルト

とローラーとの間に体を挟まれた。

10909 7 1～9

2000 7

16

～

17

自動車用タイヤの素材加工工程において、ゴム素材をロール機で幅、

厚さを調整し、冷却ラック内のコンベアに掛けて運搬中にゴム素材の

一部切れて入口床面にある鋼製スノコ上に落下したので冷却ラック内

でゴム素材を拾い、立ち上がったときにローラー間に頭が入りロー

ラーとその先にあった梁との間で頭部を圧迫された。

10806 7
300

～



2000 7

19

～

20

工場内ラインにおいて、ポリッシャーの修理中使用していたタガネを

落としたのでこれを探しにポリッシャーの地下に行き、稼働していた

スクレーパコンベヤーのスクレーパと上部カバー取付フレームとの間

に胸部を挟まれた。

11001 7

300

～

499

2000 2

14

～

15

鉄筋を運ぶスラットコンベアの上を渡ろうとしたときに、スラットコ

ンベアの稼働センサーに触れたため突然コンベアが動き出し巻き込ま

れた。

11302 7
50～

99

2000 2

9

～

10

砕石プラントの除雪で、運転中のベルトコンベアに移動はしご(3．6m)

を掛けてベルトローラーに付着した雪の塊をハンマで叩き落とそうと

したときに、腕から首部にかけてベルトコンベアに巻き込まれた。

20202 7 1～9

2000 1

15

～

16

砕石場プラントのベルトコンベヤーとドラムに付着した物をL型に加工

したアングルで除去しようとして、ベルトとドラムとの間にアングル

とともに上半身が巻き込まれ頚部を切断された。

20201 7
10～

29

2000 9

13

～

14

砂利プラントのコンベヤーの点検作業中、コンベヤーのローラー下部

と地面との間に頭部を挟まれた。
10909 7

10～

29

1999 1

9

～

10

スクリューコンベア付近でホッパーの掃除を行っていて、露出してい

たスクリューコンベアに巻き込まれた。
11709 7 1～9

1999 10

13

～

14

自動車用の鋳物工場において、砂を回収するバケットエレベーター下

部に砂がたまってエレベーターが停止したため、エレベーター下部の

ローラーとベルトの間にたまった砂を取り除いていたところ、エレ

ベーターがバケットに入った砂の重みで逆送しベルトに巻き込まれ

た。

11002 7 1～9

1999 12

10

～

アスファルト再生骨材をサイロに投入するためのスキップバケットの

巻上用ワイヤーロープ2本のうち1本が切断してワイヤーロープがウイ

ンチに巻き付いたため撤去後、バケット側のワイヤーロープを撤去し

ようとしてクリップ止めのボルトを緩めていたときに、もう一方のワ
10804 7

10～

29



11
イヤーロープがクリップから外れたためバケットが滑り落ち、バケッ

トと地面との間に頭部を挟まれた。

1999 12

11

～

12

工場内で製品の仕上げ切断作業げを行っていて、自動造形ラインのト

ラバーサと床面のスットッパーとの間に挟まれた。
11102 7

30～

49

1999 11

18

～

19

生コンクリート製造工場において、作業を終了したバッチャープラン

ト操作員が同僚の姿が見えなかったので生コン骨材引出しコンベアー

が設置されている地下ピットに探しに行ったところ、コンベア上に倒

れ、材料ホッパーのゲート部に挟まれているのを発見した。

10901 7
30～

49

1999 11

4

～

5

班長が天井クレーンを操作しているときに、管搬送コンべアーに足を

巻き込まれている作業者を発見した。
11002 7

300

～

1999 10

14

～

15

砕石破砕プラントにおいて、コンベヤーの回転軸に右手が巻き込まれ

た。
20201 7

10～

29

1999 6

13

～

14

健康食品の原料となるイチョウのエキスを一圧の中でアセトンで抽出

したのちのかすをスクリューコンベヤーにより送り出す工程におい

て、壁面及び作業台に積もったかすをスコップによりスクリューコン

ベヤーの搬送部へ盛り出す作業をしていてコンベヤーの粉砕部に巻き

込まれた。

10803 7
10～

29

1999 9

9

～

10

切粉パレット搬送コンベア(切粉をコンベアで搬送して箱状のパレット

に貯める機械)の溶接による修理で、切粉パレット内に入って、防火

シートの養生を行っていたときに、パレット内の切粉が満杯であるこ

とを察知してパレットを移動させる光電装置を遮光したためパレット

が水平移動し、点検足場とパレットとの間に挟まれた。

11702 7 1～9

1999 6

15

～

砕石プラント内のベルトコンベヤ等の機械調整を行っていて、ベルト

コンベヤのゴムベルトとテールプーリーとの間に右腕から肩にかけて 30302 7 1～9



16 巻き込まれた。

1999 6

10

～

11

砕石プラント工程で、石を運ぶベルトコンベヤーのうち戻り側のベル

ト緩み修正ローラーと戻り側のベルトの間に巻き込まれた。
20201 7

10～

29

1999 7

8

～

9

工場構内のアスファルトリサイクルプラントで、1次破砕機下のベルト

コンベアに上半身を巻き込まれた。
10909 7

10～

29

1999 1

9

～

10

重機を使って鉄屑を破砕するため、破砕機へ供給するベルトコンベヤ

に鉄骨を載せる作業を行なっていたときに、破砕機の投入ホッパー付

近の供給ベルトコンベヤに近寄り巻き込まれた。

150102 7 1～9

1999 2

18

～

19

ベルトコンベアーの下に立ち入って床面の掃除を行っていたときに、

両腕をコンベアーベルトとガイドローラーとの間に巻き込まれた。
10601 7

50～

99

1999 5

10

～

11

粉砕プラントの磁選機にグリースを注入する作業中(あるいはその後)、

磁選機のローラに巻き込まれて、磁選機とその囲いとの間に頭部を挟

まれた。

10804 7 1～9

1999 4

9

～

10

揚炭機のパンタグラフのブラシ清掃等を行っていたところ、揚炭機の

下にあるベルトコンベヤが動き出し、揚炭機の石炭投下ホッパーとコ

ンベヤベルトの間に全身を巻き込まれた。

30301 7

100

～

299

1999 4

15

～

16

飲料物製造工場でパレットに製品を自動的に積み込む機械装置のパ

レットが載った枠が上昇しなくなったので内部に立ち入ってパレット

の位置を修正していたところ、突然枠が上昇したため、装置内部の天

井底部と枠部に上半身を挟まれた。

40301 7

100

～

299

1999 3

10

～

11

自動溶接されたH型鋼の歪み取りのため、「矯正機」を使って作業して

いたときに、ローラーコンベアー上を流れてきたH型鋼と立入禁止用の

パイプとの間に頚部をはさまれた。

11209 7

100

～

299

11
ターミナルのエプロンの舗装作業で、コンクリート打ちが終了したの



1999 2 ～

12

で、生コンを運ぶコンベアーの清掃作業を行なっているときに、コン

ベアーのゴムベルトとローラーとの間に両手及び頭部を巻き込まれ

た。

30199 7 1～9

1999 2

15

～

16

ベルトコンベア一次中継地点で、ベルトコンベアを運転したままコン

ベアベルトとプーリー・ローラーの摩耗度を調べていたときに、右手

ゴム手袋がコンベアベルトに触れて巻き込まれた。

10901 7
10～

29

1999 1

7

～

8

成型ベルト工程から流れてきた製品に波打ちがあることを後方ライン

の作業員が発見し、担当者に無線で連絡したが応答がないので数名で

工場内を捜索したところ、ベルトコンベヤー下部で全身を骨折した状

態で倒れている担当者を発見した。

10909 7
50～

99

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/SIB_FND.html(職場のあんぜんサイト)

Return to https://www.jisha.or.jp/international/topics/202311_02.html
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